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訳者はしがき
本書は、英国のインクノレーシブ教育普及のための民間組織、 Centrefor Studies on 
lnclusive Education (CSIE)が刊行した TonyBooth and Mel Ainscow， lndex for lnclusion， 
2002年版の全訳である。この 2人の著者は、多くの著書を発表している英国を代表する
インクルーシブ教育専門家で、ある。
本書の内容をみれば分かるように、イ ンクルーシブ教育の理念、内容、手続き等は、
私たち日本人が一般に想像しているインクルーシブ教育のイメージを超えている部分が
多くある。つまり 、日本で考えられているインクルーシブ教育と英国(おそらく欧米)
で志向しているインクルーシブ教育とは、かなりの食い違いが存在しうる。インクルー
シブ教育は、教育に焦点化されてはいるものの、その直接 ・間接の背景は、社会 ・文化 ・
経済 ・宗教等が反映されているから、背景が異なればインクルーシブ教育の概念が異な
ることも当然であるといえる。しかし、英国のインクルーシブ教育専門家は、ユネスコ
のみならず国際的なインクノレーシブ教育運動の中心にいること、インクルーシブ教育は
国際的標準になっていること、今後もインクルーシブ教育は一時的な流行ではなく、持
続的な教育運動であり続けるであろうことから、本書は、英国のインクルーシブ教育の
考え方を明瞭に例示するものとして好個の資料であると考え、ここに訳出したしだいで
ある。
lndex for lnclusive Educationは、本書で記述されているように英国内では政府の支援を
得ているだけでなく、現在までに 21カ国語に訳され、先進国 ・開発途上国を問わず 23
カ国で発行されている。それだけインパクトがあるものとして受け取られていると思わ
れる。たしかにラデイカルな傾向が強い(それは本書の共同研究者や影響を受けたとし
ている著者からも推測される)が、そのような傾向が必要とされる現実があるからであ
ろう。日本でも今後、社会的 ・経済的 ・政治的状況から、国内での教育(実践)の国際
化は、ローカルな問題ではなく、ナショナルな問題となるであろうし、またそのように
展望する必要がある。インクルーシブ教育の理念とその対象とする問題の広範さを理解
するには、本書は有益な図書であると思われる。
本書は、筑波大学附属盲学校教諭、 青松利明氏から紹介していただいた。私たちは、
現在、日本学術振興会科学研究補助金を得てアメリカ合衆国 ・英国 ・北欧を主な対象と
して、「民主社会実現手段としてのインクルーシブ教育の社会的背景と理論的基盤に関す
る研究J(課題番号 11301009(A(2)) 平成 14-17年度)に従事しているので、本書が英
国のインクルーシブ教育の一つの考え方を明示していると考え、科研費研究活動の一環
として訳出したものである。当初、本書の日本語版は通常の出版社から刊行した方が流
通しやすいと考え、出版社を通して翻訳権の交渉を CSIEに行った。しかし CSIEの方針
は、無料配布が原則であるということで、筑波大学心身障害学系が翻訳権を取得し、非
売品として発行することとした。なお、訳の分担は、第 1部と第5部は中村、第2部か
ら第4部までが河合と岡である。
最後に、本書の日本語翻訳権を無償で譲渡してくださった CSIEのMarkVaughan OBE 
に感謝したい。翻訳に当たっては、最善を尽くしたつもりであるし、 一部については著
者の一人、 M.Ainscow教授に照会したが、 誤りがあるかもしれない口ご教示を賜れば幸
いである。
2005年 3月
中村満紀男(筑波大学心身障害学系)
河合康 (上越教育大学学校教育学部)
岡 典子 (東京学芸大学特別支援教育講座)
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第1部
学校開発へのインクルーシブ・アプローチ
インクルージョンの指標ヘょうこそ
キー・コンセプト:インクルージョンのためのことばの開発
次元と節の枠組みの吟昧
指針と質問項目の吟味
本書のプロセス
本書の利用
学校が達成を期待できること
本本書では、生徒とい
う言葉は、年齢にかか
わりなく学校にいる子
どもや青年をさす。
本書を使用して
本書は、あなたが隅か
ら隅まで試すことがで
きるものであってここ
から直ちに開始する必
要があることを要求す
るものではない
第1部 学校開発へのインクルーシブ・アブローチ
インクルージョンの指標ヘょうこそ
本書は、学校がインクルージョンを開発するのを支援するリソースである。それは、
自分の環境を開発する際に、次のステップを誰もが見つけられるのを手助けする包括的
な文書である。材料は、自分の実践について人々がもっている豊かな知識と経験のうえ
に築くように設計されている。それは、いま考えられていることがし、かに「インクルー
シブ」であるにせよ、すべての学校の開発を喚起し、支援するのである。
インクルージョンは、障害をもっている生徒*あるいは「特別な教育的ニーズをもっ
ている」とみられる生徒と、しばしば関連づけられている。しかし本書では、インクル
ージョンは、すべての子どもと青年の教育に関するものである。本書は、自らによる再
検討と開発の支援プロセスを学校に提供する。そのプロセスは、周囲のコミュニティの
人々だけでなく、教職員、学校理事、生徒、親や保護者の見解を活用する。本書は、学
習や参加へのバリアが、生徒に対してどのように減らせるのかについて、詳細な検討を
必要としている。
本書は、イニシアティブをさらに増やすのでは次ぐ、インクルーシブの価値にしたが
って学校を改善する手段である。それは成績を高めるための代わりの方法ではなく、学
習 ・指導環境で協力的な関係と改善を築くやり方で、成績を高めるのである。本書は，
価値と学習・指導環境の条件に留意して、学校における改善の維持を助力することがで
きる。それは，子どもや青年が，自分が教えられることと自分が経験してきたこととを
統合しつつ、活発に学習に関与するとし、う見解を奨励する O本書は実践的な文書であり、
インクルージョンが学校のすべての面に対して、教職員室，教室，運動場で計画してい
ることを詳しく述べている。
本書は、 3年以上をかけて，インクルーシブな学校の開発を促進した幅広い経験をも
っている教師、親や保護者、学校理事、研究者、障害者組織の代表からなるチームの助
力を得て生まれた。本書初版は、 6つの小学校・中学校で試行され、その後修正版が、 4
つの地方教育当局 (LEA)の 17校における詳細な実地研究プログラムで評価された。本
書が提供する材料は、それを利用しなければ見過ごしてしまう開発上の諸問題をはっき
りさせ，学校が問題解決を実施するのに役立つことがわかった。その材料はどうすれば
改善可能であるのかも，学校は示してくれた。初版は 2000年 3月に発行され，教育・雇
用省により，イングランド、のすべての小学校・中学校および特殊学校に無償で配布され
た。この新版は，初版と多くの点で類似しているが，用語を簡潔にし，利用して得られ
たコメントや意見に応じて修正を加えている。
とts吉正~"~&>t合 ':J方で本書~符房す-lJ
本書を使用するのに「正ししリ方法はない。第2部は，それを利用する一つの方法だ
けを述べているにすぎない。プロセスは個々の学校内部から開始され，導き出されるこ
とは，本書では当然のこととして仮定されている。しかし多くの学校は，以前に本書を
利用したことがある人から，本書を使ってどのように始めるかについて，助力を得るこ
とは有益である。学校間でお互いに協力しあったり、 地方教育当局の顧問と協力して活
動している地域もある。このような協力が、本書の利用をさらに進めるうえで刺激にな
ることが分かつている。
第2部は、最初からその趣旨が、本書に基づく活動を、学校にいまある開発計画のプ
2 
ロセスと統合することであるとして記述されている。たとえば、ある学校では、教師と
学校理事がインクノレージョンについての意識を高めるための材料を利用することで、小規
模に開始して、その後で集中的に活動を進めている。指導と学習をもっと全体的に考え
る前に、教職員の現状と関係の改善に対処するために、本書のある部分を取り上げる学
校もある。本書は、個人的な研究または集団的研究によって学校教員がぱらぱらに行っ
てきた研究を組織化するために利用されてきた。インクルージョンについて熟考を進め
たり、生徒が文化、カリキュラム、学校コミュニティにもっと参加するように導いたり
するような本書の利用の仕方は、道理にかなっている。
平仁書のr*J$
本書には4つの要素がある。
キー ・コンセア。井
.インクルーシブな学校開発を考えることを支援するため
去で7Gと筋の殺溜みの吟味
・学校の評価と開発へのアプローチを構造化するため
指針と主宰!l/J.要gの吟味
・学校のあらゆる点を詳細に吟味することを可能にし、改善にあたって何を優先するか
を明確にし、実施することに役立てるため
インクノルーシア冶必定
・吟味、変更への計画立案と実行の過程それ自体が、インクルーシブで、あることを保障
するため
キー・コンセプト:インクルージョンのためのことぽの開発
本書のキー・コンセプトはインクルージョン、学習と参加へのバリア、学習と参加の
支援資源、そして多様性に対する支援である。これらの概念は、インクルーシブな教育
開発を討議するための用語である。
インクノLー ジョン
誰もが、インクルージョンのような複雑な理念について自分の見解をもっている。そ
の次元、節、指針そして質問項目によって、そのような見解はますます詳細になる D イ
ンクルージョンの概念は、その材料に対応するなかでますます明瞭になることが分かつ
ている。本書のなかでインクルージョンに関する見解を構成している考えのいくつかは、
図 lで要約されている。インクルージョンは必然的に変化を伴う。インクルージョンは、
すべての生徒が学習と参加を増していく、終わりなき過程である。インクルージョンは、
学校が熱望しているが、決して到達していない理想である。だがインクルージョンは、
参加を増す過程が始まればすぐに起こるのである。インクルーシブな学校は、つねに進
行している学校である。
3 
図 1 教育におけるインクルージョン
教育におけるインクルージョンは、以下のことにかかわる。
・ すべての生徒と教職員を平等に評価すること
・ 地方の学校の文化・カリキュラム・コミュニティに生徒が参加することを増やし、
それらから排除することを減らすこと
・ 学校における文化・政策・実践を再構築し、それらが、その地域における生徒の
多様性に対応するようにすること
・ 障害生徒あるいは「特別な教育的ニーズをもっているJというカテゴリーに入れ
られる生徒だけでなく、すべての生徒にとって、学習と参加に対するバリアを減
らすこと
・ 特別な生徒のアクセスと参加に対するバリアを克服するように試みることから学
び、生徒の利益の変化をもっと広範にすること
・ 生徒聞の相違を、克服されるべき問題としてよりは、学習をサポートする資源と
して見ること
・ 生徒の地域における教育を、彼らの権利として認めること
・ 学校の改善は、生徒と ともに教職員のためであること
・ 成績の向上とともにコミュニティの建設と価値の発展における学校の役割を強調
すること
・ 学校と コミュニティの聞の関係を相互に育みながら維持すること
・ 教育におけるインクルージョンは、社会におけるインクルージョンの一つの観点
であることを認識すること
参加することの意味は、他の人々とともに学習し、学習経験を共有することで他の人々
とともに協力することである。参加に必要なことは、学習してきたことと、そして教育
をどのように経験したのかについて、活発に発言することである。さらにいえば、参加
することは、 一人の人として認められ、受け入れられ、尊重されることである。
インクルージョンを開発することは、排除的な圧迫を減らすことである。「規律違反に
よる停学Jは、学校の規則を破ったために一時的または永久的に学校から生徒を排除す
ることである。それは、排除的圧迫の一つの結果である。イクスクルージョン(排除)
は、インクルージョンと同じように、幅広いやり方で考えられている。それは、 一時的
または長期的な圧迫すべてをさしており、完全な参加を妨げる o このような圧迫は、尊
重されていないという感情だけでなく、関係性や指導における困難からも生じている可
能性がある。インクルージョンは、すべての生徒に対する教育におけるすべてのバリア
を最小限にすることである。
インクルージョンは、 生徒の差異を認めることから出発する。学習と指導に対するイ
ンクルーシブなアプローチの開発は、このような相違に対する尊重のうえに築かれる。
このような開発は、教室、職員室、校庭で、また親の関係において起こっていることを
大きく変化させることが必要である。し1かなる子どもでも青年でもインクルードするた
めには、その人全体に関心をもたなければならない。インクルージョンが、障害や、母
語以外に英語を学ぶ必要性のように生徒のある点のみに焦点化される時、その人全体に
対する関心は、顧みられなくなる。障害のある子どもに対する排除的な圧迫は、 主に本
人の背景に向けられたり、カリキュラムが本人の関心に合っていないために生じるこ と
がある。母語以外に英語を学んでいる子どもは、自分の文化との違和感を覚えたり 、新
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たにトラウマを経験することになったかもしれない。しかし私たちは、画一的な考え方
を避けなければならない。この点で、これらの子どもは、英語が母国語でない生徒より
も英語を母語としている子どもと共通点をもつことが、ときどきあるのである。
ある生徒の困難を明確にして、それを減らすための活動は、学習がもともと関心の中
心でない他の生徒にも利益を与えることになる。この活動は、関心・知識・スキル・背
景 ・母語、成績や障害における生徒聞の相違が、学習を支える資源となりうる一つのや
り方である。
生徒は、障害をもっているとか、「学習困難をもっている」とみられるという理由で、
主流の教育から排除され続けている。このような排除は、特別な教育的ニーズおよび障
害に関する法律¥学校における障害者の権利実施規則 2、その法律と関係するインクル
ーシブな学校教育に関する法令指針によって、ますますできなくなるだろう。この指針
は、 主流での教育が「とるに足らない適切でなしリ理由ゆえに「妨げJ3られたことがあ
ったことを認めている。親が主流での教育を求める場合には、学校と地方教育当局は、
法律的には、障害児が主流学校に通学し、 主流学校に参加することを可能にする努力を
せざるをえない。しかしこれだけでは、地域の主流教育に対する子どもの権利を認める
ことにはならない。人種関係(修正法) 4は、「人種の平等Jを増すことについて、類似
の活動を奨励しており、それは、人種平等委員会の指針によって支持されている。5，6， 7 
インクルージョンは、生徒だけでなく教職員に対しても、学校を支援し鼓舞する場所
にするのである。インクルージョンは、彼らの成果を奨励し、賞賛するコミュニティを
築くことである。しかしインクルージョンは、コミュニティをもっと広範囲に築くこと
でもある。学校は、他の機関やコミュニティと協力して、その地域の教育機会や社会的
状態を改善することが可能である。
学fJfe参/JOへのノfヅア
本書では、「学習と参加へのバリア」は、「特別な教育的ニーズ」の概念に代わる概念
である。ある子どもたちの教育上の困難が、「特別な教育的ニーズをもっている」子ども
として鑑別することによって解決できるという考えは、かなり限界がある。その考えは
ラベルを付与することになり、そのことが、期待を低めることにつながる。それは、ラ
ベルのない他の生徒が経験している困難や、関係・文化 ・カリキュラム・指導と学習の
アプローチ、学校の組織と方針に源がある困難から、注意を逸らせてしまう。それは、
学校が「特別な教育的ニーズJr母語以外の言語としての英語Jrエスニック ・マイノリ
ティ Jr高知能児・英才児」のようなさまざまな表題のもとに、多様な生徒を分類して対
応するとしづ、努力の断片化を進めることになる。
学習と参加へのバリアという概念は、すべての子どもの教育を改善するために、どの
ようなニーズにも直接に注意を向けるように利用できる。生徒は、学習と参加へのバリ
アを経験するとき、困難に遭遇する。バリアは、コミュニティ内でも学校のあらゆる点
でも、地域および国の政策にも見ることができる。バリアは生徒聞の相互作用でも、彼
らが何をどのように指導されているかにおいても生まれる。学習と参加へのバリアは、
学校へのアクセスをできないようにしたり、学校内での参加を制限したりする。
「特別な教育的ニーズJということばは、学校におけるインクルーシブな実践の開発
に対するバリアとなりうるけれども、それはなお、あらゆる学校の文化と方針の枠組み
の一部となっており、さまざまな実践に影響している。そのことばは、「特別な教育的ニ
ーズの判定書Jの作成、特別な教育的ニーズ実施規則 8における生徒の困難の鑑別、個
別教育計画および学校が「特別な教育的ニーズ」に対する支出を説明するために提供し
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なければならない情報において使用されている。学校は、法律による肩書き(title)を使用
する必要はないのに、大半の学校は、「特別な教育的ニーズ・コーディネーターJとして
誰か教員を指名しているし、教員養成機構の「特別な教育的ニーズ・コーディネーター
基準J9だけでなく、特別な教育的ニーズ実施規則によっても、使用するように奨励され
ている。「学習支援コーディネーターJr学習開発コーディネーターJrインクルージョン・
コーディネーター」という用語に替えることが望ましい。このような用語に替えるこが
望ましいのは、困難を経験している生徒に対して行われる活動を、すべての生徒に対す
る必要な改善と結びつける支援の概念がより幅広くなるからである。
教育上の困難について異なる考え方へ転換することは、目的によってはいまの特別な
教育的ニーズということばを使って仕事をしなければならなし、から、複雑さを増すこと
になる。しかし、 学習と参加へのバリアという代わりの概念を採用している人々には、
それが、学校で生じる困難を明確にし、克服する新しい可能性を提供してくれることが
分かるのである。
学f1fé参j;o~支援すぷ箆源
学習と参加へのバリアを最小限にすることは、 学校と コミュニティ内の資源を結集す
ることである。いまどのような環境で学習と参加の支援に対して利用されているよりも
多くの資源がつねに存在する。資源は金銭だけをいうのではない。資源、はバリアと同じ
ように、学校のあらゆる点で見つけられる。生徒にも、親や保護者にも、コミュニティ
にも、教員のなかにもあるし、文化・方針・実践における変化のなかにもある。生徒に
ある資源、自分自身の学習を方向づけたり、生徒相互の学習を支え合う彼らの力にもあ
る資源は、教職員の相互の開発を支え合う力と同じように、とりわけ不十分にしか活用
されていない。学校内には、何が生徒の学習と参加を妨げているかについて豊かな知識
があるが、それがつねに最大限まで利用されているとは限らない。本書は、学校がこの
知識を引き出して、学校の開発を活気づけるように助力するのである。
図2は、学校の文化・方針・実践に関する、現在ある知識を表すために利用できる一
連の質問項目を示している。
図2 学校にあるバリアと資源にどのように対処するか
・ 学習と参加に対して、何がバリアとなっているか
・ 学習と参加へのバリアは、誰が経験しているか
・ 学習と参加へのバリアはどのようにしたら最小限にできるか
・ 学習と参加を支援するためにどのような資源が利用できるか
・ 学習と参加を支援するために、どのよ うにしたら増やした資源を結集できるのか
多綬佐/ご対す-lJ~æ
子ども と青年の困難が彼らの「特別な教育的ニーズ」から生じることが理解されると
き、支援とは、もっと人々を増やして特定の個々人のために働くことだと考えることは、
当然のことだと思える。しかし、本書は、「支援Jをずっと幅広い概念でとらえている。
学校が生徒の多様性への対応力を増すすべての活動を支援と考えるのである。一人ひと
りに支援を提供することは、生徒の参加を増そうとする試みの一部にすぎない。教師が
すべての生徒に対して、その異なる出発点、経験、学習スタイルを認識しながら指導を
計画する場合にも、あるいは生徒同士がお互いに助け合う場合も、支援は提供されてい
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る。学習活動がすべての生徒の参加を支援するために計画される とき、 一人ひとりの支
援に対する必要性は少なくなる。同じように、ある個人を支援する経験は、より広範囲
の生徒集団を指導する場合の改善に役立った、けでなく、活発で自立した学習が増すこと
にもつながる。支援は、すべての指導の一部をなすものであり、教職員全員が支援にか
かわっているO支援の調整の主な責任は、限られた数の人々にかかっているのであるが、
支援がどのように調整されるのかを計画する場合に不可欠なことは、個々の生徒および
集団に対する支援を、教職員およびカリキュラム開発活動と結びつけることであるO
IX"-ー とのE美智為、~lJ.湾害のl.t会的苦デル
生徒が遭遇する困難に対して「特別な教育的ニーズJではなく「学習と参加へのバリ
ア」という概念を使用することは、 学習における困難と障害の社会的モデ、ルの一部で、あ
る。この概念は、教育における困難が子どもや青年の欠陥や障害から生じると理解する
医学モデルとよい対照をなす。社会的モデルによれば、学習と参加へのバリアは、環境
の本質において存在しうるし、あるいは生徒とその背景の聞における相互作用を通して
生じる。すなわち、彼らの生活に影響を与える人々、政策、制度、文化、 社会的 ・経済
的状況である。
障害は、障害や慢性的疾患のある生徒にとって、参加へのバリアとなる。障害は、環
境のなかで創りだされるものであり、あるいは差別的な態度 ・行動 ・文化・ 政策 ・制度
に基づく 実施と、障害・苦痛・慢性疾患との相互作用によってバリアとなることがある。
障害は、長期にわたる 「身体的 ・知的 ・感覚的機能の制約J10として定義できる。ただ
し、知的障害の概念は問題が多いし、困難に対して身体的基盤が認められなし、かもしれ
ない。学校が機能障害を克服するためにできることはほとんどないが、 差別的な態度 ・
活動 ・制度的バリアによって生じる能力低下を減らすことはかなり可能である。
ff/，度的差別
Macpherson報告 1は、StephenLawrenceの殺人が警察によってどのように処理された
かを調査した後に、 警察と他の社会制度(学校と教育事務所を含む)内に存在する人種
差別主義に注意を集中した。制度的差別は、文化内部に深く埋め込まれており、人々が
認識される仕方と人々に対する反応(教職員が任命される仕方を含む)に影響を及ぼす口
制度的差別は、人種差別主義よりもずっと幅広い。それは、ジェンダ ・ー 障害 ・階層 ・
民族 ・性的態度を理由として社会制度が人々に不利益を与えるやり方を含む。それは参
加に対するバリアであり、教育では学習を妨げる。人々は、障害に対する差別よりも人
種差別や性差別について議論されることが多いことを知っているから、彼らは自分や制
度が関与して障害を創り出してしまうことをそれほど意識していないのである。人種差
別主義、性差別主義、階級差別主義、同性愛嫌い、障害差別主義は、差異に対する不寛
容と不平等の発生および永続化において共通の源を共有している。学校をもっとインク
ノレーシブにすることは、自分の差別的な行動と態度に疑念を抱かせる苦痛を伴うプロセ
スに人々を関与させることを伴う。
次元と節の枠組みの吟味
インクルージョンとエクスクルージョンは、学校改善の内的に関連する 3つの次元に
沿って検討されるo インクルーシブな文化を創り出すこと、インクルーシブ、な方針を生
み出すこと、インクルーシブな実践を展開することである(図 3参照)。この次元は、 学
校の変化についての考えを方向づけるために選択されている。本書による経験では、こ
の次元は、学校開発を構造化するための重要な方法として、非常に広範に理解されてい
7 
る。
図3 本書の3つの次元
インクルーシブな文化を創り出すこと
3つの次元は、 学校内部でインクルージョンを開発するのにすべて必要である。学校
を変化させるし、かなる計画も、この 3っすべてに注意を払わなければならない。しかし、
「インクルーシブな文化を創り出す」次元は、 意図的に三角形の底辺に沿っておかれて
いる。学校文化が、指導と学習の開発を支援したり、 害したりする可能性については、
これまであまりに注意が払われてこないことがあった。 しかし学校文化は、 学校改善の
中心である。インクルーシブな価値の共有と協力的な関係を開発することは、他の次元
の変化を導くことになる。政策と実践における変化が、新しい教員と生徒によって支え
られるのは、イ ンクルーシブな学校文化によってである。
図4 本書における次元と節
次元 A インクルーシブな文化を創り出す
A.l コごヱニティを~成す-3
A.2 インクノルーシアな勉復:f-ji，重立す3
この次元は、安全で受容的で協力的で元気を与えるコミュニティを創り出す。この
コミュニティでは誰もが、すべての人の最高の達成の基盤として尊重される。コミュ
ニティは、すべての新しい教職員 ・生徒 ・学校理事 ・親や保護者に伝えられる共有さ
れたインクルーシブな価値を発展させる。インクルーシブな学校文化における原理と
価値は、学校の発展が継続的な過程となるように、方針についての決定と教室におけ
る時機に合った実践を導くのである。
次元 B インクルーシブな方針を生み出す
B.l 万λのための学校を房長きず-3
B.2 多様往にかす-3支援を泡緩刊とす-3
この次元は、インクルージョンがすべての学校計画に浸透することを確実にする。こ
の次元での方針は、生徒と教職員が参加した瞬間から彼らの参加を奨励し、地域にい
るすべての生徒に手を伸ばし、排除的な圧力を最小限にすることである。あらゆる方
針は、変化を目的とする明確な方略を伴う。支援は、学校が生徒の多様性に対応でき
る能力を増すすべての活動であると考えられる。支援のあらゆる形態は、インクルー
シブな原理にしたがって開発され、単一の枠組み内で一体となる。
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本書を利用すること
は、 「ロシア人形のマ
トリョーシカのような
ものである。あなたが、
次元・節・指針・ 質問
項目を経過するにつれ
て、あなたは、学校の
あらゆる面で何が進行
しているのか、あなた
がそれをどのように改
善できるのかへと、ど
んどん深 く進んでい
く。
次元 C インクルーシブな実践を展開する
C. J 学gを泊E緩メとすQ
C. 2 資源を動員すQ
この次元は、学校のインクルーシブな文化と方針を反映する学校の実践を発展させ
る。授業は生徒の多様性に対応される。生徒は、学校外での彼らの知識と経験を利用
して彼らの教育のすべての面に活発に参加するように奨励される。教職員は共有して
いる知識を確認するとともに、学習と参加を支援するために動員できる資源を、教職
員 ・生徒・親や保護者 ・地域相互の間で確認する。
指針と質問項目の吟味
それぞれの節は、 5から 1の指針を含んでいる (39-41ページ参照)。それは熱望の
記述であり、それに対して、どの開発を優先するかを設定するために現在の準備と比較
可能である。それぞれの節は、 学校の重要な観点を表している。ただし、エスニシティ ・
ジェンダー ・障害のような重要な問題点は、指針全体を通じて広がるものであり、この
重要な観点により反映されることがある。
それぞれの指針の意味は、 一連の質問項目によって明瞭になる (42-85ページ参照)。
各指針につづく質問項目は、 学校が指針を詳細に探るやり方で、指針の意味を明確にす
るのに役立つ。その質問項目は、特定の指針について考えるように刺激し、要求し、 学
校について現在の知識を聞き出すのである。質問項目は、 学校の現状に関する調査を厳
しくし、開発のための活動に対してアイディアを増やして、進歩の評価基準として役立
つ。人々が本書の実践的重要性を理解するのは、しばしば、質問項目の詳細に注目しは
じめる時である。一連の質問項目の最後には、質問項目を付け加えるよう案内がある。
すべての学校の教職員は、本書の質問項目を改作したり、変更したり、自分で新しい質
問項目を加えることによって、本書の自校版をつくることが期待される。
一部の指針および質問項目のなかには、校舎へのアクセス、「特別な教育的ニーズ」判
定書、入学方針のよ うに、 学校が地方教育当局と責任を共有している問題に触れるもの
がある。私たちが期待していることは、 学校と地方教育当局が校舎計画、判定書開発の
手続き、入学方針を作るために建設的にともに活動することである口そのことが、 学校
がある地域からすべての生徒が主流に参加することを奨励することになろう。
学校のなかには、教職員と学校理事が、現時点では自分たちは特定の指針に従いたく
ないとか、これらの指針は、自分たちが進みたいと思っている方向を示していないと結
論する学校がある。学校は、さまざまなやり方で対応したり、材料を自分たちの必要条
件に調節したりすることを期待されている。しかし、指針または質問項目が不快な挑戦
を課しているという理由で対応されるのであれば、改作は我慢しなければならない。
他方で学校のなかには、指針と質問項目が、 学校の性格ゆえに適用できない学校もあ
るだろう。男女別学の学校や宗派別学校は、地域のすべての生徒を含めるように考えて
はいない。それにもかかわらず、このような学校の教職員は、自分の学校のインクルー
シブな開発を計画したいとしばしば考えており、自分たちの目的に合わせるために指針
と質問項目を改作したいと考えているかもしれない。これらの学校は、たとえばナショ
ナル ・カリキュラム内で、あるいは障害や民族に関する法律において、他の学校と同じ
要求にしたがっている。本書が最初に出版されたとき、それが特殊学校の発展を刺激す
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るために利用されることは予期しなかった。しかしいくつかの特殊学校は本書を利用し
て、校内での生徒と教職員の参加を妨げている制約を明らがにした。
本書のプD官ス
本書のプロセス自体が、インクルージョンの開発に寄与できる O それは、 学校に関係
するすべての人々の経験を利用して自分たちによる詳細な協力的再調査を含んでいる。
その目的は、誰かの能力を評価することではなく、 学校と専門家の開発を支援するため
の方法を見いだすことである。このプロセスの説明は、第2部で詳細に述べられている。
それは、学校開発計画のサイクルと同じ方法に、第 l年目における追加の段階、「本書を
用いて開始する」を加えたものとして表すことができる。そこでは調整グループは、材
料とそれがどのように利用できるかをよく知るようになる(図 5参照)。
図5 本書のプロセスと学校開発計画のサイクル
第1段階
本書を用いて開始する
+ 
/1 第2段階 |¥¥ 学校について知る
第5段階 第3段階
本書のプロセスを インクルーシブな
再検討する 学校開発計画を作る、¥¥l a〆/
第4段階
優先事項を実施する
しかし、 学校開発は、機械的プロセスとして理解してはならない。それは、慎重な熟
考 ・分析 ・計画からだけでなく、諸価値 ・情緒 ・活動の問で関係をつけることからも生
じるのである。それは、知性とともに感情に関連するのである。
本書の手11m
本書は、英国および他の多くの国々の非常に多くの学校で利用されてきた。学校は、
材料の持ち主となり、それを自分の学校の状況に合わせて改造する時、本書を最もうま
く利用できる。本書は、全国および地方の政策文書を生み出す際に利用されてきた。イ
ンクルーシブな学校教育に関する政府の手引きは、本書の検討の枠組みを反映して、イ
ンクルージョンとは「学校 ・地方教育当局等が、自分たちの文化 ・方針 ・実践を開発す
る過程」であることを示している。手引きでは、「学校がーー 学習と参加へのバリアを明
確にし、除去できるJ12手段として、本書を示している。本書は、「指導助手とともに活
動するJl3ための手引きに対して影響を及ぼしていることが認められている。本書の基
本的概念のいくつかは、教育基準監査局 (Ofsted:Ofice for Standards in Education)の査察
官や校長 15に対するインクルージョン案内とともに、ナショナル ・カリキュラムにおけ
るインクルージョンの法令手引き 14と共有されている。また、本書は、「インクルーシ
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本書を使用して
本書は、インクルージ
ョンの真の意義に関す
る見解に影響を与え、
かっその意識を高めな
がら、あらゆる生徒に
利益をもたらすような
変化を生み出す
19. Department for 
Education and 
Employment (1998) 
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Needs: A 
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Action， London， 
DfEE (p8) 
ブ学校の設計J16の背景となった。消防から図書館サービスまで、地方当局のあらゆる
面の発展を支援するための本書の改作版が準備中である。ある地方教育当局は、本書の
次元と節をめぐるインクルージョンの実施予定を再編しており、インクルージョンの見
出しをつけて「本書は、本当局の先導的文書である」と主張して、 当局が学校で支援し
たいと思っている事業と両立させようとしている。別の地方教育当局は、 学校の対象を
25%から 40ないし 100%に上方修正して、各学校で本書を使用してほしいと期待してい
る。多くの地方教育当局は、本書を利用して活動しようとしている学校の協力グループ
を支援してきたが、これは、 学校が活動を開始し、彼らの関与を維持する方法としては、
とくに貴重なやり方である。
本書のさまざまな版が、アラビア語、中国語(香港で利用)、フィンランド語、フラン
ス語、 ドイツ語、ヒンドゥ一語、ハンガリ一語、マノレタ語、ノルウェ一語、ポルトガル
語、ルーマニア語、スペイン語、スウェーデン語で準備されている。英語版は、オース
トラリア、カナダ、南アフリカ、アメリカ合衆国で使用されている。ユネスコが支援し
ている国際ティームは、南側諸国の経済的貧困地域のために、本書の諸国語版が非常に
発展可能であると考えている。17
このような活動は、本書の概念、枠組みの吟味、指針と質問項目の吟味そしてプロセ
スが、広範に適用できるという見解を促進してきた。本書がどのように改善可能である
かの提案もなされてきた。本書の活動範囲について、とくにもっと多くの事例が必要で
ある。いくつかの事例は第2部で示されているが、このような活動の簡単ながら幅広い
報告 18は、 実施中の本書の詳細な事例研究とともに、現在準備中である。
学ダが達成~M伊でð--lJごと
インクルージョンは、政府の教育政策の「基調J19であるといわれている。しかし、
多くの教師は、政策から生じる排除的な圧力を最小限にするために、自分たちは懸命に
活動しなければならない、と議論している。というのは、 学校間での競争を奨励するこ
とで、 生徒の成績について狭量な見解が導かれるからである。学習と参加に対する多く
のバリアは、学校がほとんどコントロールできない文脈内に存在している。成績に対す
る最も強力なバリアは、 貧困とそれが生み出す重圧が関連するバリアである。それにも
かかわらず、 学校は変化できるし、変化している。学校は、すべての人が大事にされる
文化を開発することにより、生徒と教職員の教育経験に根本的に影響を及ぼすことがで
きる。そのような文化における方針と実践は、すべての生徒が学習に携わり、他の人々
とともに参加し、高い成績をあげるように支援している。多くの学校は非常に多様な状
況におかれているが、本書をもちいることで、自分たちの学校がインクルーシブな学校
に発展することに対して、ある程度コントロールできるようになり、自分たちがしてい
ることを分析し、変化に対して優先事項を決定し、それを実施に移すことに役立つてい
ることを知っている。
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第2部
本書のプロセス
第 1段階 本書を用いて開始する
第2段階学校について知る
第3段階 インクルーシブな学校開発計画を作る
第4段階優先事項を実施する
第5段階 本書のプロセスを再検討する
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第2部本書のプロセス
概観
本書のプロセスは、まず指針と質問項目に取り組むことから始まる。それは、 学校と
いう コミュニティに関わる全構成員の知識のうえに築いて、各学校の特別な状況に適合
するようにするものである。このように本書は、 学校全体がそのプロセスを自らのもの
として所有することを促進する。もし、 学校を継続的に改善していこうとするならば、
その改善は教職員、理事、親や保護者、そして生徒の手によって行われる必要がある。
改善は学校文化のなかに統合されなければならない。
本書のプロセスに関するそれぞれの段階を、図 6に示す。詳細については後のページ
で述べる。もし、本書を学校開発のサイクルのなかに統合しようとする場合、第 1、2
および3段階については立案年の年度末までに完了しなければならない。そうすれば、
翌年の学校開発計画のなかに優先事項として入れ否ことが可能になる。
図6 本書のプロセス
第1段階本書を用いて開始する(半期)
調整グループを配置する
学校開発アプローチを再検討する
本書への意識を高める
キー・コンセプト、 そして次元と節を用いて、現在持っている知識を探る
指針と質問項目を使用して研究を深める
他のグループ。との活動に備える
第2段階学校について知る (1学期)
教職員と理事の知識を探る
生徒の知識を探る
親や保護者と地域の人々の知識を探る
開発のための優先事項を決定する
第3段階 インクルーシブな学校開発計画を作る
本書の次元と節を学校開発計画に組み入れる
優先事項を学校開発計画に加える
第4段階優先事項を実施する(継続)
優先事項を実施する
開発を継続する
進行を記録する
第5段階本書のプロセスを再検討する(継続)
開発について評価する
本書を用いた活動を再検討する
本書のプロセスを継続する
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本書を使用して
「指針そして詳細な質
問項目は、学校が特定
の問題点について熟慮
したいときには、本当
に他に比類を見ないほ
ど有益である」
本書を使用して
「地方教育当局は、管
轄内のすべての学校に
対して、インクルージ
ョンの採用という方向
に向けて重大な飛躍を
実現した。また本書は、
学校支援のプロセスに
ついての考え方を形成
するうえで助けとなっ
た」
ある学校では、本書による初年度の活動を、ちょうど縄跳びの縄を跳ぶようにして、
つまり既存の学校開発サイ クルの順番に本書がうまく合う ようにして実施した。学校計
画の立案を実施する方法は学校ごとに違いがある。3年単位の計画を持つ学校もあれば、
5年の学校もある。次年度について詳細な計画を立てる学校もあれば、l学期前にならな
ければ詳細な計画が立てられない学校もある。
本書は単に、変化をもたらすうえで必要な優先事項を明確に し、実行するためだけの
念入りに計画された段階的なプロセスではない。学校の開発とは常にこのようなプロセ
ス以上に複雑なものであり 、扱いにくいものである。本書がもたらす価値観の変化によ
って、教職員と生徒は、特定された特別な優先事項に基づく活動よりも、はるかに予測
できない文化、方針そして実践に対して対応できるようになるきっかけを与えられるか
もしれない。こうした変化には、教職員全体が互いに作用しあうやり方での幅広い変化
や、あるいは特定の教職員が子どもと交流することによって生じる小さな変化を伴うで
あろう。
学校の文化、方針そして実践についての調査が進むにつれて、これまで、気づ、かなかっ
たインクルーシブな開発のための好機を明らかにすることができる。教職員はいくつか
の点で、 学校は自分たちが当初考えていたよりもインクルーシブな場ではないというこ
とを発見するかもしれない。このことについては、教職員、生徒、親や保護者、そして
周辺地域のなかに、学習と参加を支援するための資源を発掘することによって、バラン
スが保たれるようになるだろう。
本書は学校自身が利用することができるが、その一方で、とりわけ初期段階において
は外部からの多くの支援を歓迎する。すでに本書に詳しい人物による指導のもとに、校
内の重要な人物を交えての研究会を行うことは活動を開始するうえで有益である。
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-調整グループを配置
する
・学校開発アプローチ
を再検討する
・本書への意識を高め
る
.コンセプト、そして
次元と節を用いて、
現在持っている知
識を探る
・指針と質問項目を使
用して研究を深め
る
・他のグループとの活
動に備える
第1段階 本書を用いて開始する〈半期〉
第1段階
本書を用いて開始する
第2段階
~ノ 学校について知る 、、』
第5段階 第3段階
本書のプロセスを再検討する インクルーシブな学校開発計画を作る
、、』 ~ 
第4段階
優先事項を実施する
本書の第 1段階は、調整グループを配置することから始まる。調整グループ。は学校を
反映し、代表するものである。このグループは学校開発アプローチを再検討し、本書の
活動を現時点での計画と関連づける。グ、ルーフ。の構成員は、校内で、本書への意識を高め、
彼ら自身が次元と節に関する知識を得て、これを活用して教職員、理事、親や保護者そ
して生徒とともに学校の再検討を行うための準備をする。この段階は半期で完了する。
この段階には、調整グループ。の活動を構成し、 支援するための 12の活動が含まれてい
る。活動はグループ。の構成員が第 l部を既に読んでいることを前提とする。それぞれの
活動については明確な時間制限を設定することが必要であるし、 4名以下からなるサブ
グ、ルー フ。において実行しなければならない。これらの活動は、教員およびそれ以外の職
員グループとの研究会でも使用できるが、それは彼らに指針と質問項目を熟知させ、そ
の利用方法について決定できるように手助けするためである。
調整グループを配置する
もし、 学校開発を促進するために本書を用いるのであれば、調整グループには学校長
およびその他の上級の教職員が含まれなくてはならない。既存の学校開発計画チームが
活動に着手しでもよい。このチームの構成員には、 学習支援コーディネータ一、そして
関連がある場合には母語以外の言語として英語を学ぶ子どものための支援コーディネー
ターを含まなくてはならない。重要な点は、このグループが学校におけるジェンダーや
民族の構成を反映していること、そして親や保護者、 生徒、理事あるいは教員でない職
員の代表を含んでもよいということである。活動が展開するにつれて、新たな人が選出
されるよ うになるかもしれない。学校は規模そして構成においてそれぞれかなり違いが
あるため、本書の調整グループもまた多様なものとなるであろう。大規模な中等学校で
は、中心的なグループと連携をとりつつ、各部門がそれぞれの計画グループを持つよう
にしてもよい。
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本書を使用 して
「本書の活用を考えて
いる学校はど こであ
れ、変化を求める勢い
を保ち、討論の核心と
なる争点への意識を高
めていくため、他の学
校(あるいはもっと多
くの学校) との連携を
行うように十分な助言
を与えられるだろうJ
指針と質問項目はグルーフ。の全構成員がアクセスできるものでなければならない。校
内での使用のために、すべての指針と質問項目のコピーをもっていることが望ましい。
調整グ、ルーフ。の各構成員は各自 1揃いずつ、指針と質問項目を手元に持っていることが
必要である。これには追加された指針と質問項目、校内での他者との協議会の分析、そ
して口頭発表用の OHPシートを含む。
11tt!，カのあ -lJtIi力者~$&うぷ
調整グループでは、しばしば 「批評力のある協力者」を含めることが有益であること
がわかってきた。これについては学校外部の人物にすべきであり 、学校のことをかなり
よく知る、 学校を支持するがしかし議論を喚起するような人物が、 完了するまでのプロ
セスを見届けるよう委託される。協力者は調査グループと学校を信頼すること、そして
自分が関わる議論のなかにはデリケートな性質のものがあることを尊重する必要がある。
批評力のある協力者は、既に本書について熟知し、 学校に関する詳細な調査、そして教
職員、理事、親や保護者そして生徒の見解の収集と分析を手助けすることのできる人物
であってもよい。
批評力のある協力者としての役割を果たすよう依頼される人物には、 他校の教員、教
育アド、バイザ一、 教育心理学者そして大学の構成員が含まれる。ある小学校と中学校で
は、本書の機会を利用してより緊密な関係を築くため、互いに相手の学校の学習支援コ
ーディネーターを、批評力のある他校の協力者として迎えるとい う方法を選択した。
批評力のある協力者は学校に対し、争いを呼び起こすような問題に取り組むことを避
けでは通れないのだと確信させてくれるだろう。しかし、すべてのグループ。構成員は、
彼らが学校に関して持っている見解と結論とを実証していくことについて、同僚に対し
て穏やかな議論の喚起を望まなくてはならない。
;-g-，憂す~イシクノLーシブ/ご仔ラ c:t ラlfèJl賓す6
調整グループ。は、協力的に仕事を行い、 全員に対してジェンダ一、 背景あるいは地位
に関わりなく、誰の発言でも注意深く耳を傾けること、そして誰も討論の支配者を作ら
ないことを保証することによって、校内においてインクルーシブな実践の模範とならな
ければならない。クマルー フ。構成員は、 互いに信頼し合うことができ、自由にそして自信
を持って話すことができると感じることが必要である。グ、ルーフ。の各構成員は、対話を
喚起するようなやり 方で自分の意見を提案する必要がある。見解の相違は、グ、ルーフ。が
思考を進めていくための資源として、歓迎されなければならない。
インデックス:息子のために望むこと
わたしのかわいい、 思いやりのある、快活な、そして魅力的な息子は、ありのままで
まったく素晴らしい。彼は、フッ トボ ルーと、 絵を描くこ とと、ミニカー遊びと、そし
て他の6歳の子どもたちと同じように友だちと一緒に笑い転げるこ とが大好きで、たま
たまダウン症である。しかし、 そのこ とは彼にとって何の問題でもない。彼には変化さ
せられることも、治癒させられることも必要ではない。彼にとって必要なのは、参加す
ること、 そしてインクルードされることだ。だから、本書のプロセスは彼の親であり味
方であるわたしにとって贈り物なのだ。なぜならそれは、 学校について更なる検討を行
うために役立つからである。その検討とは、ソニーを彼が属する場所の中心に置くため
のわたしたちの考え方について、カリ キュラムについて、そして学校において何が変化
17 
すべきであり、何が作り変えられていくべきなのかについてである。
わたしたちは学校長、上席管理チーム、 学習支援コーディネータ一、 学習支援担当理
事、そして親の代表であるわたし自身から成る調整グループを形成している。わたした
ちは、批評力のある協力者として、通学区域の外部から教育心理学者を選任した。
学校開発アプローチを再検討する
本書を用いた活動は、学校でどのように開発が行われるかを再検討する機会を提供す
る。開発計画立案へのアプローチは学校によって大きく異なる。一部の学校では、これ
までに述べてきたような比較的系統立てられた方法で、広範な人々がグループに属し、
一緒に作業を行っている。他の学校では、文書記録は査察者の要求に応じて作成され、
そこにはごく少数の学校の構成員しか関わっていなし、かもしれない。本書の利用は、こ
れらのすべてのアブローチにとって役立つものである。
おそらく公式的な学校開発計画のほかにも、さまざまな学校開発の活動が行われてい
るだろう。これらは校内で積極的に着手されたものかもしれないし、地方や国の主導に
応じて開始されたのかもしれない。本書のプロセスは、彼らの調整を改善し、あるグル
ープが学んだことを校内で他の人々が利用できるようにするために、諸活動の重複を調
べるのに利用できる。
活動 1 学校開発計画を再検討する(提案する時間配分:1時間)
グループの情成員は学校開発計阿アプローチの再検討を情造化するため、以下の質問項目
を活則できる。
-学校開発計阿はどのようにして作成されましたか
.計画の内容はどのようなものですか
-それはどのように実行されていますか
-他にはどのような学校開発活動が行われていますか
.それらはどのように調整されていますか
・計阿の立案過程と内零はどのように改存することが認められていますか
本書への意識を高める
明確な計画を決定する前に、より広い範囲における学校コミュニティの構成員が、本
凶について知ることが重要である。意識を高めるための会合には、誰か校外の、おそら
くは地方教育当局の人物を含んでもよい。こうした人物は、すでに本書を用いた活動を
行ったことがあるか、あるいは本書の指針と質問項目を熟知した調整グループの議長の
ような立場の人物から、指導を受けているかもしれない。この会合の結果として、この
ような人物を調整グループに加えてもよい。
コンセプト、そして次元と節を用いて、現在持っている知識を探る
調整グループの構成員は、他者に対して本書を紹介する前に、本書について共有する
考え方を発展させておく必要があるだろう。彼らは、指針と質問項目の活用によって提
起される追加的な問題について考える前に、本書のコンセプト、そして次元と節の再検
討を利用することによって現在持っている知識を共有することから始めてもよい。活動
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2、3そして 4は会議の際に、現在持っている知識に関する調査を構成するうえで役立つ
だろう。このグルーフ。は、この段階では開発のためのどのような案も、校内のすべての
見解が考慮、されるまでは暫定的なものであることに注意しなければならない。
活動2 インクルージョンとは何か (30分間)
本書のグノレーフ。はインクルージョンについての見解を共有すべきである
・インクルージョンはどの程度まで「特別な教育的ニーズのある子どもJと結びつけて理
解されていますか
・インクノレージョンはどの程度まで、行動に問題があると見なされている生徒について明
維にしていますか
次に、4ページに書かれている教育におけるインクルージョンの図 lを参照すべきである。
関 lが示す考え方は、本書におけるインクルージョンへのアプローチを要約したものであり、
それぞれの構成要素については簡潔に、順々に議論されるべきである。この活動を経験する
ことによって、この段階にいつまでも留まってしまうことはよい考えとはいえない。インク
ルージョンについて議論すれば、しばしばこれまで強力に維持されてきた見解が明らかにな
る。本書におけるインクルージョンの見解のあらゆる側面に対して、全員が同意するなどと
いうことは考えられない。合章が必要なのは、インクルージョンが、理由の如何を問わず学
習と参加へのバリアを経験したすべての生徒に関わるものであり、そして'苧校における文化、
万針そして実践を変化させていくことを伴うということである。しかし、こうした幅広いコ
ンセンサスのもとに、より根深い差異を持つ問題に解答を出すのにはかなりの時間を要する
だろう。本書を利用する人々は、活動を行うにつれて、インクルージョンに対する自分のア
プローチが修正され、発展していくことに気づかされるのである。
活動3 バリアと資源 (20分間)
調整グループ。は、 8"'"9ページに書かれた図4の次元と節に関する記述を思い起こさなけれ
ばならない。そうすれば、彼らは以下の質問項目に答えながら、バリアと資源に関する自分
の考えを構造化するためにこれらの項目を活用することができるだろう。
-学校の文化、方針そして実践において生じる学習と参加へのバリアとは何ですか
.校内において学習と参加へのバリアを経験しているのは誰ですか
-校内における学習と参加を支援し、文化、方針そして実践を開発するために結集しうる
資源は何ですか
活動4 支援とは何か (20分間)
支援についての幅広い概念については、第 l部 6"'"'7ページの「学校が生徒の多様性への
対応力を増すすべての活動」のなかで紹介されている。調整グループは以下の質問項目につ
いて考えてみてもよい。
-校内で支援とみなされている活動は何ですか
-教職員の仕事に対する支援について、本書の定義が，章味することは何ですか
・支援の調整について、本書の定義が意味することは何ですか
指針と質問項目を使用して調査を深める
調整グループには指針と質問項目について、そして文化、方針、 実践を調査するため
にそれをどのように活用できるかについて熟知するようになることが必要である。既に
その問題の存在がわかっていて、学校での詳細な調査が求められているような問題を土
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台として指針と質問項目を活用することにより、以前には考慮されてこなかったかもし
れない問題点に注意が向けられるようになる。
活動5 当面の関心事について明確にするため、指針を活用する (25分)
この活動の目的は、さらに調査を行う必要があるかもしれない関心事を明確にすることで
ある。指針のリストは 39ページから 41ページに記載されている。これについては、質問票
の形で(質問票 1については 88ページから 90ページ)調査を行ってもよいし、それぞれに
記述されている指針と併せてカードを使用するという方法でもよい。質問票は、個々に回答
し、あとでグループ内の他の構成員と比較することができるので、差異について議論を行う
ことができる。あるいは、グループはそのステートメントがどの程度適切に学校を記述する
ものとなっているかによって、カードを 4つの種類に分類してもよい。それぞれの指針は 4
つの選択肢「明確に同意するJiある程度同意するJi同意できないJiもっと多くの情報が
必要である」のなかからひとつを選択するようになっている。カードの分類作業では、これ
らは同じ項目のなかに一緒に区分されるべきである。「もっと多くの情報が必要であるJは、
指針の意味が不明瞭であるか、判断をするうえで情報が不十分であるときに選択する。指針
の意味は第3部と、それに関連する質問項目を参照すれば明らかになるだろう。
質問票の最後には、開発のための優先事項を 5つ記載するための空欄が設けられている。
質問票あるいは分類作業は、優先事項を明確にすることができるようにするため、学校の状
況について注意を払うことに焦点を当てている。もし、他の人と一緒に質問票を利用する場
合、重要なのは、質問票全体の対照よりもむしろ、優先事項の特定を忘れないようにするこ
とである。質問票の詳細な分析、そして図や棒グラフ、表の作成には限度を超えるほどの長
時間を費やしてしまう可能性があるため、開発の作業開始を遅らせてしまうかもしれない。
クツレー フ。は暫定的な優先事項が何で、あるかについて見解を共有し、議論しなければならない。
この活動はまた、質問票を活用することの重要性について考える機会を提供するものでも
ある。すべての指針が書かれているので、指針への合意は学校に対する肯定的な評価を示唆
することにつながる。とのことは人々に対して、自分の学校を現在よりもさらにインクルー
シブなものとして表現しようとする気持ちにさせるかもしれない。グループ。はこの可能性を
心にとどめ、また自分たちの見解を立証するために互いに議論を喚起し合わなくてはならな
いだろう O
活動6 根拠について議論する
グループ。は、学校が十分な成績をあげていると考える場合にはある指針に対して、また開
発の余地がかなりあると考える場合には別の指針に対して合意しなくてはならない。それぞ
れの事例については、以下の点に考慮、したうえで、その見解を裏付ける根拠を用意するべき
である 0
・この指針についてどの程度合意できますか
-この指針について、見解を裏付ける根拠は何ですか
・同じ次元または異なる次元の他の指針にみられる、この見解を補強するような恨拠は何
ですか
-どのような付加的な情報が役に立ちますか
活動7 指針と質問項目とを関連づける:文化、方針そして実践 (35分間)
本書の指針と質問項目を活用する際には、指針は常にその意味を明確にしている質問項目
と関連づけられなくてはならない。グループ。構成員はべアを組んで、それぞれの次元のなか
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から開発の余地があるかもしれない場合には各次元の指針を、学校が十分な成績をあげてい
る場合には別の指針を選択しなくてはならない。これには、活動 6で、扱った指針を含めなけ
ればならない。そして次に、彼らは指針の下に置かれている質問項目について調査を行う。
文体上の理由で、それぞれの質問項目は単純な、はい/いいえ形式の回答を求める形で喜か
れているけれども、質問項目は「どの程度 ・・・ Jという問いであると理解すべきである。
指針に対する回答で用いたのと同じように「明確に同意するJrある程度同意するJr同意で
きなしリ「もっと多くの情報が必要である」という回答の仕方ができる。
選択した指針とそれに付随する質問項目については、以下の質問項目に留意して検討すべ
きである。
-質問項目はどの程度適切ですか
-どのような質問項円を付け加える必要がありますか
-質問項目は、開発に関するどのような新しい領域を提案していますか
学校の特別な状況に関連させるため、質問項目を変えたり新たな項目を追加したりしなが
ら、積極的に質問に答えるように奨励される。
活動8 すべての指針と質問項目を再検討する (1時間)
この活動は会合の聞に実施してもよい。調整グループの構成員はそれぞれすべての指針と
質問項目に目を通す作業をして活動しなくてはならない。その目的は、指針と質問項目につ
いて熟知するためであり、学校の調査全体を行うためではない。彼らは、提起された問題点
を記録しながら各質問項目に回答し、適切な場合には斬新な質問項目を提案しなくてはなら
ない。次に彼らは、自分が学んだ事柄について共有しなくてはならない。質問項円のなかに
は、容易に変化させることが可能な学校の側面を提示するものもあるかもしれないし、また
他の質問項目は、現実にそのようなことを行ってし1かなければならないような、深く広範聞
にわたる変化について考えるきっかけとなるかもしれない。
活動9 優先事項を選択し、介入を計画する (30分間)
ひとつの次元のなかから優先事項を選択する場合、それを支援するためには、別の次元に
ついて開発を実施しなければならないことが明らかになるかもしれない。たとえば、もし次
兄 Bから開発活動の優先事項としていじめをなくす方法の開発を選択する場合は、次元Aの
人間関係に関する指針と関連させなくてはならない。
ク、、ルーフ。は、開発の実施を必要とする領域についての指針を選択しなくてはならない。そ
してつぎのことについて考えなければならない。
・選択した指針に関連する開発への支媛を確実なものとするために、他の次元についてど
のような変化が起こらなくてはならないですか
-選択された関心事についてさらなる調査を行うために、質問項目はどのように活用でき
ますか
-指針に基づく開発は、どのように支援することが可能ですか
活動 10 要約表を活用する (20分間)
第 4部の 87ページに要約表があるので、グルーフ。は開発のための優先事項を記録してお
くことができる。もし、どのような開発であっても、それを適切に支援しようとするのであ
れば、開発は本書のそれぞれの次元と節について行う必要があるかもしれない。優先事項は
指針(群)、質問項目(群)、あるいは木喜の指針と質問項目ではカバーされていないが、学
校にとっては重要な問題点によって枠組みを構成してもよい。
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活動 1 グループの作業を要約する (20分間)
グループの構成良は、活動 2、3そして 4のなかで、行った指針と質問項"の調査によって、
校内における文化、 )j針そして実践に関するこれまでの知識に どの程度の知識が十J-け加え
られたのかについて熟与してみてもよい これを、以下の質問項目と関連づけて実施しても
よい。
-学:宵と参加へのバリアを克服するため、学校で行われていることは何で、すか
.もっと高める必要があるものは何ですか
-さらなる調任を必要とするものは{nJで、すか
-新しく開始することが必要なものは何で、すか
活動 12 本書の活用に対するバリアを特定し、克服する (20分間)
指針と質問項 '-1を完全に再検討したのち、グループは本主を学校に導入するh支持の)J法は
どのようなものか、そしてどのような問題に直面するかという点について比解を持つように
なるだろう。彼らはつぎの質問について与えてみなくてはならない。
-本書の導入に関して、校内でどのようなバリアに直面することが考えられますか
.こうしたバリアはどのようにすれば克服が可能ですか
-木喜を導入するもっともよい)J法はどのようなものですか
他のグループとの活動に備える
調整グループは他のグループ。との活動に入る以前に、段階2、3、4そして段階5に示
される手引きを読み、話し合いを行っておく必要があるだろう。
テトモア高等学校
テトモア高等学校では、本書はもっとも重要な参考書となっている。本書は、彼らが
行っていることを再検討し評価すること、そして次に行うべきことを計画し、新しく開
始すべきインクルーシブなアプローチを採用することのために さまざまな方法で活用
されている。比較的小さな規模では、教職員開発活動において、生徒の成績向上に関す
る議論を構築するために、指針A.2.1["すべての生徒に対して高い期待がある」に関連
する質問項目を活用した。本書はまた、学校中のパストラル ・プログラムを再検討する
ためにも用いられてきた。この活動は、部門責任者、学年主任および教頭を含むグルー
プが引き受けた。そのためこの活動は、学習支援部門というよりもむしろ、学校全体か
ら選ばれた教職員によって主導されるべきである、と理解されたのである。
本書は、補助教員と教員の問で仕事における良好な関係を開発するための議論の場の
設定に役立つた。補助教員は自分の仕事について詳細に話す機会を与えられたが、それ
は、計画立案と教室での活動についての協力関係を大きく高めることに結びついた。学
校には多数の障害生徒が在籍しているため、本書は、あらゆる教職員がすべての生徒に
対して責任をもっているというインクルージョンの幅広い考え方を教職員が身につけ
るために有益であった。このプロセスを手助けするため、学校は「紫のフォルダー」を
開発し、全教職員に与えたが、このフォルダーは、学校に在籍する全生徒の学習に関す
る情報を提供するもので、あった。
長年にわたって、学習支援部門は生徒支援と同時に、カリキュラム開発支援の主導に
も携わってきた。カリキュラム部門は、特別なカリキュラムの領域の開発については学
習支援部門の努力にゆだねている。このような努力の結果、学習支援部門では体育教育
部門とともに本書の諸側面を活用して、英語を母語としない生徒に対してよりよい支援
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を提供するプログラムを開発した。身体障害生徒のインクルージョンについても改善が
なされた。それは、体育祭の最後に「障害生徒の競技Jを分離的に設けるのでなく、体
育祭のメインイベントのなかに彼らをインクルードすることで、あった。
本書を用いた活動の結果、学校旅行の幹事は障害生徒をインクルードすることについ
て、この責任を学習支援部門に押しつけるのではなく、むしろ自分たちで責任を取るよ
うになった。かつて近隣への実地見学旅行で河畔へ出かけたことがあったが、そこは車
椅子でのアクセスが不可能な場所で、あった。この旅行は農場訪問に変更することによ
り、カリキュラムにおける適切な側面に対処できたし、車椅子でのアクセスも可能であ
った。海外旅行については、学習支援部門が障害生徒のための準備段階での手配に携わ
ったが、その後のあらゆる手配は、運転手そして親との連絡を含めて旅行計画部門の主
任に引き継がれ、 3人の障害生徒は旅行に参加することが出来た。
本書はまた、自閉症あるいは「自閉的傾向jがあるとみられた生徒との関わりで来校
する専門家たちにとっても、協力関係やコミュニケーションを改善するうえで有効であ
った。種々の専門家から成るワーキング・グループが立ち上げられたが、そこには心理
学者、 言語治療士、行動支援ワーカ一、そして学習支援助手が含まれていた。このグル
ープは学校に重要な影響を及ぼした。彼らは性教育フ。ログラムを書き直したので、それ
はすべての生徒に対して使えるものとなった。彼らはまた、親の支援を得て、共に活動
を行う方法について報告書を用意した。
ある教員は学校における本書の役割についてつぎのように述べている。「本書は、あ
らゆる種類のさまざまな方法において、あらゆる種類のフォーラムで活用できる・
だが、最終的には、わたしたちには本書を必要としなくなるだろう。なぜなら全員が、
自分の行動のなかに自然にそれをイ，ンクルードするようになるだろうから。」
23 
-教職員と理事の知識
を探る
・生徒の知識を探る
・親や保護者と地域コ
ミュニティの知識を
探る
・開発のための優先事
項を決定する
本書を使用して
「他の方法では行なわ
れないような話し合い
が可能となった」
第2段階 学校について知る (1学期)
第1段階
本書を用いて開始する
第2段階
d 〆ノ 学校について知る 、、』
第5段階 第3段階
本書のプロセスを再検討する インクルーシブな学校開発計画を作る
¥¥¥ 
第4段階
優先事項を実施する
--
a・E
調整グループは本書のプロセスの知識を用いて、学校内の他の人たちと理事、親や保
護者およびその他の関係するコミュニティの人たちと一緒に作業を行う。調整グループ。
はこれらの協議結果を考慮に入れて、調査の完了のために必要な追加調査を開始する。
その後、 他の教職員と開発のための優先事項について合意する。
この段階は、本書による他のすべての作業と同様に学校ごとに異なるだろう。調整グ
ループは、プロセスを進めることができる最良の方法を判断する責任を負う。
教職員と理事の知識を探る
調整グ、ルーフ。は第 l段階で用いたものと同じプロセスを行う。キ ・ー コンセプ トと次
元および節を再検討することによって、現在持っている知識を探り 、指針や質問項目を
用いてさらに現在の知識を把握し、開発のための優先事項を確定する。
学校に関する情報の収集の方法は、学校の規模とその学校が小学校か中学校かによっ
て異なる。大規模校では、初めに行われる意識を向上させるための会合を除くと、教職
員全員が一緒に作業することは実際的ではない。調整チームのメンバーが互いに連絡を
取り合いながら、学部や学年内でプロセスに取り組むこともあるだろう。異なる集団が
集まって、異なる一連の問題を一緒に考えることが必要になるかもしれない。
協議において提出された考え方はすべて、討議や追加調査の好機として活用しなけ札
ばならない。会議に参加できない人々や大きな集団の中では話したがらない人々が発言
できるよう 、情報収集に役立つさまざまな機会を整える必要があるであろう。たとえば、
調整グループは補助教員、ランチタイム指導担当者あるいは経験の浅い教師のために討
論の場を別々に設けることを考慮、したほうがよい。あるいは指針と質問項目を個別に渡
して、回答するように勧めたほうがよし¥かもしれない。
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諺~.j雪原芳B
教職員と理事が一緒に活動できる教職員開発日は、情報収集を始める一つの手段であ
る。これがうまくいけば、教職員は学校内のインクルージョンを促進しようという意欲
を感じるだけでなく、インクルーシブな経験の利点を感じるであろう。こうした活動の
概要は図 7に示されており 、第 l段階の活動と同様である。開発日には学校外からの支
援や複数の協力校が関与するかもしれない。その中には既に本書の作業を開始している
学校もあるだろう。
開発日の前に、活動を選び出して調整する必要があるだろう。指針をどのように探求
するのか、また、指針の質問項目のコピーを作成するかどうかを決める必要がある。異
なるグルーフ。から出された見解を記録し、要約書を回収する必要があるだろう。
調整グループ。は、これまで、作業に関わった経験から、 他の人々が同じ作業を完了する
のにどのくらいの時間を必要とするのかを判断できるだろう。調整グループは、人々に
活動を継続させ、その活動に集中させる必要がある。
作業について熟知するにつれて、学校のすべての問題を一度に変えることを期待され
ているように考えて、 戸惑いを感じる人もいる。再検討の目的は、開発のための優先事
項を選び出すことであり、大規模な変更を行うことではないことを強調する必要がある
だろう。
図7 教職員開発日:学校内の学習と参加の状況を探る
午前9:30-10:00
午前 10:00-11:00
午前 1:00-11 :30 
午前 1:30-午後 12:30
午後 12:30-1:30 
午後 1:30-2:30
午後 2:30-3:30
午後 3:30-3:45
午後 3:45
本書を導入する(全教職員)
キー・コンセプトと次元と節の再検討を行い、現在の知識を
共有する 活動3(少人数グ、ループ)
休憩
指針を用いて作業する 活動 5と6(少人数グループ)
昼食
指針と質問項目を用いて作業する
活動 7と8の開始一後日継続 (少人数グループ)
開発の領域と追加調査についての考えを共有する
活動9と10(グループ活動の後、全教職員で)
次のプロセスに進む (調整グループ。の主導)
休憩
原芳のためのffJE鍍1$te iB /Jo tJlJ査
一般に、指針や質問項目を一度使用すると、開発を行うべきだと思われる特定の領域
を識別できると感じるようになる。領域の中には、決定を下す前にさらに調査が必要な
ことが明確になるものもあるかもしれない。全体の合意が得られ、教職員がすぐに着手
したいと思う問題もあるだろう。一方、異なるグループ。からの情報を集め、協議を拡大
して、それが完結した場合にはじめて浮かび上がってくる優先事項もあるであろう。
ょ々のステップ~tfii&すぷ
調整グループ。の責任者は、教職員開発日の最後に、集めた情報や出された意見により
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本書を使用して
「次元や指針に関する
親や子どもたちとの話
し合いによって、本書
の最も意味ある作業が
可能となった」
その後にどうするかについて要点をまとめなければならない。調整グループは教職員や
理事からの情報収集を完了 し、 それらを比較検討する必要がある。生徒、親や保護者、
その他の地域の人からの情報がさらに必要となるような領域が明らかになることもある o
グループは教職員開発日に出席できなかった人の見解を集める方法を計画する必要があ
る。
生徒の知識を探る
本書を使用している学校は、バリアや資源を明らかにする際、生徒との協議がとくに
有効であることがわかる。本書をすでに用いている学校について情報を収集することを、
例えば、語学学習や理科における証拠の考察、あるいは個人の教育 ・健康教育 ・社会教
育における市民資格の一側面として、カリキュラムに組み込むことは可能である。
学校内のすべての生徒は何らかの方法で貢献する機会を持つべきである。それは、た
とえ詳細な討論には数人しか関わる時間がない場合でもそうである。質問表は生徒から
情報を収集するのには役立つが、話し合いを促進するためにはグループ。討論を用いる方
法が最も有効であろう。指針を簡略化したリストは第4部(質問票 2: 91 -92ページ)
に示してあり、そこに、 学校がかかえる特別な質問項目を加えることができる。この質
問項目には、例えば英語以外の言語を学習することや遊び場の危険性についての考えな
ど、生徒自身の考えを含めなければならず、それは検討されなければならない。第4部
には小学校や中学校で、使用された質問票も含まれている(質問票3と4:93-96ページ)。
生徒用の質問票を作成する
ある都心の過密地区の中学校では、ほとんどの生徒がパングラディッシュの出身であ
り、地域内に住む白人はごく少数である。またこの地域ではイスラム教の親のほとんど
が娘を女子校に入学させることを希望するために、この中学校では女子生徒よりも男子
生徒が多い。地元のギャングの息子の仲間や、このことが学校内の人間関係に及ぼす影
響について心配する声がある。地域の人々はこの問題の一端は、アパートや家に空きが
ないことやこの地域に若者のための文化的施設がないことにあると考えている。中等教
育修了資格 (GCSE)をベンガル語で、とる生徒がなぜ少ないのかについて、学校内の意
見は異っている。現代国語の主任は生徒が関心を持たないためであると指摘しているの
に対し、他の教職員は生徒の母語であるシルへティ語が重んじられていないためだと感
じている。また、親たちはシャワー設備の配慮、が欠けていると不満をいっている。
質問票2の学校用の一般的な記述に追加して、以下の特別な項目が加えられた。
・私は、この学校には男子生徒と女子生徒が同数いたほうがいいと思う
・私は、異なる背景を持つ生徒がもっと混ざるほうがいいと思う
・私は、中等教育修了資格 (GCSE)をベンガル語で取りたい
・私の家族は学校で起きていることをよく理解している
・先生はこの学校の周囲のコミュニティについてよく理解している
・生徒は授業中、シルへティ語で話すことができるべきだ
・英語を学習する生徒は必要な助力を受けている
・生徒はだれでも授業中必要な時に助力を受けることができる
・体育の授業用のシャワー設備は十分である
・学校内の トイレは申し分ない
・私は、宗教的信仰のために特定の授業で苦痛を感じる
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本書を使用して
「ガイダンスは手ムたち
の学校では理想的なも
のであった・・・ 親が
何を望んでいるのかと
あれこれ推測するのを
止めて、 何が希望なの
か親に尋ねることから
始める時が来たのだ。
私たちの推測の中には
的外れなものがあった
のである」
本書を使用して
「本書によって学校の
コミ ュニティの人たち
がまとまった。問題に
ついて話し合いが行な
われ、 公にされること
で、問題は大変迅速に
解決された」
- 私は、ギャングと問題を起こすのではなし、かと心配である
・私は、私の地域外に住んでいる生徒と学校内で仲良くできる
・私は、私の地域外の生徒と学校外で仲良くできる
・私の家族は学校で私と仲良くしている生徒を気に入らないだろう
・ この学校では男子生徒と女子生徒がお互いを尊重し合っている
・学校の外よりも学校内のほうが異性の生徒と仲良くなるのは簡単だ
・ この学校では肌の色で差別される人はいない
・私は、家で宿題をする場所がある
・私は希望する時は学校で宿題ができる
生徒は質問項目に回答する際に、助力を必要とするかもしれない。年少の子どもには
つひとつ質問項目を読み上げ、言葉や指示が理解できない人には助力したり、 質問票
の終わりに優先事項を書く際に助力するのが最善かもしれない。教職員や他の生徒を喜
ばせるための意見よりもむしろ、熟考した上で正直な意見を出すように生徒を促す必要
があるだろう。
親や保護者と地域の人々の知識を探る
親や保護者やその他の地域の人々との協議が、 学校と家庭の聞のコミュニケーション
を改善するのに役立つことがある。生徒の場合と同様に、親や保護者用の質問票は、指
針を簡略化したリストに特定の質問項目を加えれば作成できる。学校で使用された親や
保護者用の質問票の一例を第 4部 97-98ページ(質問票 5)に示しである。質問票は、
理事となっている親と協力して作成されることもある。このよ うな理事は、親や保護者
の協議グ、ルーフ。を組織化する際に助けとなり うるのである。ある学校では、 学校で親と
の連絡調整に当たる者が雇用されたり、調整グループ。の一員が、英語以外の言語の方が
会話がうまくし1く親や保護者のために質問票を翻訳する手はずを整えたり、 グループ。内
での討論で通訳を行った。他の学校では質問票の翻訳を交換していた。調整グループは、
異なる環境で会合を開催したほ うが親の出席が増えるよ うであれば、 学校以外で親と会
うことを考慮するかもしれない。親の参加を促すさまざまな機会を整える必要があるだ
ろう。
グループ。はまず以下の質問項目の答えを探ることから始めるかもしれない。
・ この学校であなたの子ども(たち)の学習の向上に役立つものは何ですか
・ 学校であなたの子ども(たち)をもっと幸せにするためにできることは何ですか
・ この学校について最も変えたいと思うことは何ですか
質問票は、討論の事後調査として、あるいは会議に出席できなかった人々から情報を
収集する手段として利用できる。
質問票は、親や保護者への関わりと同時に、 学校周辺の地域の人々の考えを理解する
ことが役に立つことがある。生徒集団は、 民族、障害、階層の点で、その地域の構成員
を反映していなし1かもしれない。地域の人々の考え方を知ることは、学校を一層、地域
を代表とするものにしよ うとする努力に役立つであろ う。
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本書を使用 して
「それは親、生徒およ
び支援を行う教職員に
活力を与えるJ
家族の学校への関わり
この小学校で、は 96%の子どもがアジア出身で、家族は主にパキスタンの 2つの村の出
身である。学校には 14人の教師と 8人の補助教員がいて、彼らのうちの数人は二ヶ国
語を話し、子どもたちと同様の背景を持っている。最近の別の新しい取り組みの中でも、
家族と学校の関わりが強調されている。例えば、家族が家庭での子どもの読書を助力す
るために、定期的な講習会が設けられた。学校長は、学校内でのよりインクルーシブな
活動の方法をかたちづくる上で、これらの変更が役に立っていると考えている。
調整グ、ルーフ。には2名の親や保護者が入っていた。グルーフ。にはさらに、 学校長、教
頭、教師2名、 二ヶ国語を話せる保育助手と 「批評力のある協力者Jの役割を果たす教
育心理学者が含まれていた。
彼らの最初の調査活動の一つは、親や保護者を対象とする本書に関する会議を計画す
ることだ、った。この会議で、討論を促進するために、いくつかの指針および質問項目を
基にした質問票が用いられた。通訳が同席してコミュニケーションを手伝った。会議に
は多数が出席し、親や保護者は多くの関心を持つことになった。学校長の考えでは、こ
の行事は学校内でインクルージョンに関する討論を盛り上げるのに有効であり、教職員
が開発のための優先事項を作成するのに役立つた。
開発のための優先事項を決定する
学習および参加を増進するた，めに、学校の文化、 方針および実践において変えること
ができるものは何か。自
証拠を分析する
調整グ、ルーフ。は、開発のための全体的な優先事項を作成するために、協議者全員が選
んだ開発の優先事項を検討して、分析しなければならない。この作業は、とくに大規模
な学校では非常に大きな労力を伴う可能性があるので分担すべきである。このプロセス
を助けることができるような批評力のある協力者が選ばれるかもしれない。学校はまた、
高度なことをしている同僚、教育心理学者、大学教員などの多様な人々を活用している。
協議はある一定の期間にわたって行なわれるため、集められた各グ、ルーフ。の考え方を比
較検討できるかもしれない。最初は、 生徒、親や保護者、教職員や理事からの情報を互
いに分けておかなければならない。そうすれば、見方の違いは明 らかになるし、細かく
調べることができる。例えば補助教員のよ うな下位群の考え方を知ることも重要であろ
う。また、 学校内の異なる部門から得た情報を別々に比較検討することも望ましいであ
ろう。
追加情報を収集する
優先事項を最終的にまとめる前に、調整グループは追加情報を収集する必要があるか
もしれない。協議を通して、追加情報を集めることで明確にできる問題が明らかにされ
るだろ う。例えば、ジェンダーや民族グループ。が異なる生徒の通学記録や試験の成績を
分析することが必要かもしれない。あるグループ。の質問項目が他のグループ。にも当ては
まることがわかったよ うな場合、協議プロセス中に追加情報の収集が起こるかもしれな
い。例えば新任の教職員には、 自分たちが就任して学校で仕事がうまくいっているかど
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本書を使用して
「親と話し合う方法や
親を関与させる方法に
ついての意識が高まっ
た」
うかについてとくに尋ねてみる必要があるかもしれない。
追加情報の収集は、開発の活動に組み込むこともできる。例えば、次元 Cに関わる優
先事項を評価することは、教師と補助教員が、指導と学習を改善するためのアイディア
を作成するために、各自の授業をお互いに参観し、反省することを伴うことになるかも
しれない。そしてこのこと自体が、指導におけるより大きな協力と向上を導くであろう。
優先事項のリストを作成する
優先事項を完成させるということは、単に協議中に最も一般的に明確になった問題を
含めるという問題ではない。調整グループは発言力の弱し、グループ。の意見が見逃されな
いようにし、とくに生徒や親および保護者の発言が優先事項の最終リストに反映されて
いることを確かめる必要がある。 リストに記載された優先事項は、 学校の規模や、優先
事項の実行に必要な時間と資源によって大きく変わるであろう。短期と長期の優先事項
を混合して維持されるべきである。
図8に示されている次元と節を含む再検討の枠組みは、この段階を完了するのに役立
つ。グ、ルーフ。の構成員は、 1つの次元で確定された優先事項が、 他の 2つの次元におけ
る優先事項に意味することを考慮しなければならない。グループは各領域から適切な優
先事項が選定されているかどうかを慎重に考える必要がある。ほとんどの優先事項は複
数の資源の活用を必要とするだろう。本書のある節での優先事項は、以前の学校開発計
画で選定されていた事項であるかも しれない。調整グループが自分たちの計画案を作成
する時には、教職員や理事と話し合うべきである。
図8 開発の優先事項の要約
次元 A インクルーシブな文化を創り出す
コミュニティを形成する
インクルーシブな価値を確立する
次元B インクルーシブな方針を生み出す
万人のための学校を開発する
多様性に対する支援を組織化する
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次元C インクルーシブな実践を展開する
学習を組織化備する
資源を動員する
図9は、本書を用いた学校が選定した優先事項の例を示している。
図9 本書のプロセスにより選定された優先事項
・ 新入生と新任の教職員を歓迎し、彼らの出発を記念する会を行う
・ 教職員の開発活動を構築し、授業が多様性により一層対応できるようにする
・補助教員に対する管理および職務内容を明確にする
・ 障害のある生徒や成人のために、学校内のアクセスをすべての面で改善する
・ 指導および展示において、民族の多様性に対する肯定的な考え方を進める
・ 学校内でのあらゆる形の支援を統合する
・補助教員と教師のための共同研修を行う
・ 生徒問の協同学習を進める
・ いじめ防止の方針を変更する
・新入生を学校に迎え入れる際のプロセスを改善する
・ 学校方針についての意思決定に生徒が関わる機会を増やす
・ 学校と親 ・保護者の問のコミュニケーションを改善する
・ 地域で学校の評判を高める
現在の長所に基づいて構築する
「私たちがこれまで上手くやってきたことを明らかにし 適切な優先事項を選定する
ように促進するうえで、本書は非常に支えとなった。私たちはすでに、インクルージョ
ン・コーディネーターという全校的な職務を設けており、これまで見落とされていた母
語以外の言語としての英語を 「特別な教育的ニーズ」と結びつけていた。私たちは、 言
語教室の名称は、生徒の支援を分離ではなく主流の中で行うことを示すために、「言語 ・
コミュニケーション ・リソース」に変更していた。私たちは、補助教員とランチタイム
指導担当者のための研修を計画していた。しかし本書は、私たちがいままで認識してい
なかった次のような他の問題を浮かび上がらせてくれた。理事との関係の希薄さ、宿題
に伴う問題、コミュニティとの関わり、その資源を活用する必要性、ビクトリア朝の古
い建物の物理的なアクセス困難。これらの問題は、次年度の計画に加えることができ
た」。
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-本書の次元と節を学
校開発計画に組み入
れる
・優先事項を学校開発
計画に加える
本書を使用して
「本書は私たちの自己
評価プロセスを先導し
てくれる。次の学校開
発計画は本書のプロセ
スの影響を強く受ける
ことになるだろう」
第3段階 インクルーシブな学校開発計画を生み出す
第1段階
本書を用いて開始する
第2段階
~ 学校について知る 、、』
第5段階 第3段階
本書のプロセスを再検討する インクルーシブな学校開発計画を作る
私、¥ ----〆
第4段階
優先事項を実施する
本書の第 3段階では、一連の焦点を定めた会議が必要になるかもしれない。また、こ
の段階には、開発計画を修正する際に学校開発計画チームのメンバーが関わる。このチ
ームは本書での活動の観点から計画がどの程度変更されるのかを決定する。第2段階の
終わりでは、教職員と合意された優先事項を、 学校開発計画に組み入れる。
本書の次元と節を学校開発計画に組み入れる
調整グループによって選定された優先事項を学校開発計画に組み込んで実践する時点
で、調整グループは、この観点から学校開発計画チームとなる必要があるD チームは、
本書を用いた活動が開発計画の中の多くの活動の一つになっているかどうか、また、計
画全体が本書の次元と節に沿って形作られているかどうかを判断する必要がある。
優先事項を学校開発計画に組み入れる
学校開発計画チームは、 第2段階で作成した開発のための優先事項についての合意リ
ストを持っている。これは、学校開発計画の枠組みに合っている必要がある。このため
には、各優先事項を時間、 資源、教職員開発との関わりから見て、逐一分析しなければ
ならない。各優先事項の進行を確認する全体的な責任は、計画チームの中の一人が負わ
ねばならないが、開発作業を実行する場合の責任は、広く分担する必要があるだろう。
また、優先事項の実施状況を評価する基準を作成する必要があるだろう。本書の質問項
目はこれらの基準の基盤として役立つかもしれない。基準は、とくに関心のある領域を
表す指針から導き出されるかもしれないし、同じ次元や他の次元の指針の質問項目によ
って補われるかもしれない。これらの質問項目は選択された領域の開発を支援すること
になろう。
チームは計画の中の現在の優先事項を検討し、それが学校のインクルーシブな開発に
どのように寄与し、必要な調整を行うのかを考えなければならない。例えば、学校はふ
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国学校査察局 (Ofsted)の査察から明らかになった優先事項をどのように実施している
のかを判断する必要があるかもしれない。時には、優先事項をさらに大きなインクルー
ジョンに結びつくように変更することが困難な場合もありうる。学校が特別な資源を加
えて、全国統一到達度試験や中等教育修了資格 (GCSE)試験における特定の目標のボ
ーダーラインを生徒が超えるのを援助しようとする場合、教職員はこの特別な助力を受
けない生徒に対して、どうすれば平等な機会を与えることができるかを検討したいと考
えるかもしれない。
本書を利用して互いの実践に影響を与え合う
ある小学校の調整グループ。が生徒、教職員および、親や保護者の意識調査を行なった。
この情報を分析した後、彼らはとくにつぎの指針に注目して、教室での実践の開発に全
力を注ぐことで一致した。
• C1.1: 指導は、すべての生徒の学習を念頭において授業を計画する・Cl.2: 授業はすべての生徒の参加を促進する
• Cl.4: 生徒は積極的に自分自身の学習に関わる
• C2.1: 生徒の差異を指導と学習の資源と して活用する
教師はこれらの指針と質問項目を利用して、 1年間の授業計画を立てるよう勧められ
た。しかし、実践の開発を活性化するためにはもっと特定の何かが必要であることが明
らかとなった。学校は、相互の参観表の基礎として上記の 4つの指針を利用して、 互い
の授業に関われるようにするために、空き時間のある教師に対して学校がもっていた追
加的な資源を利用した。教師は参観の間「素晴らしい瞬間jとみなしたものを記録した。
例えば、教室での相互関係の例示であり、これらは指針がどのようにすれば実践可能で
あるかを示すもので、あった。すべての教師がそのプロセスに関与していた場合、教員は
2人 1組で自分の経験を話し合った。教師が相互に学んだことをまとめながら、「授業中
の発問の仕方Jや「混乱への対応」といった領域を中心とする報告書が作成された。し
かし学校長は起こったことを文書記録で表すことがし、かに難しし、かについて次のよう
に述べた。「教師としての専門性が向上しつつあることを正しく評価するためには、そ
の場に立ち会う必要があるのですJ。教師たちは、教室内で共有した経験を通じて、お
互いの指導スタイルに影響を及ぼし合い、自分自身の実践を変更するように刺激されて
いたのである。
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-優先事項を実施する
.開発を継続する
・進歩を記録する
本書を使用して
「本書は、私たちの関
心を焦点化させ、導入
への有益な洞察がもた
らしてくれた」
第4段階 優先事項を実施する〈継続〉
第1段階
本書を用いて開始する
第2段階
~ノ 学校について知る 、、』
第5段階 第3段階
本書のプロセスを再検討する インクルーシブな学校開発計画を作る
¥¥¥ ~〆
第4段階
優先事項を実施する
本書の第4段階は、優先事項の実施に関わるものである。このためには学校への追加
調査が必要かもしれない。これはアクション ・リ サーチというかたちになる可能性もあ
る。開発を支えるのは、協力、良好なコミュニケーションおよびインクルーシブな価値
に対する全体的な関与である。開発は学校開発計画の基準と照らし合わせて評価され、
その進歩について半期ごとに記録される。この段階は継続される。
優先事項を実施する
学校がどのように開発を支援できるかを示す2つの実例がある。ある中学校では教師
たちが支援の調整を優先事項にすることに決定した。B次元第2節:I多様性への支援を
組織化するJのすべての指針に関係する支援方針について関心が示された。学校に派遣
される行動支援教師、常時学校にいる学習支援教師および英語を母語としない生徒を支
援する教師の間では、合同で活動する計画は皆無だ、った。教師たちは一緒に活動するこ
とによって校内の現状を詳細に調べることを決定した。教師は 6週間以上お互いの授業
を参観し、その後会議を開いて互いの参観を検討し、もっと綿密な協力の可能性につい
て話し合った。教師は、観察した生徒と支援の経験について話し合い、生徒の視点から
支援を理解してみようと決めた。学校内の支援方針はカ リキュラム開発の責任者である
主任教師が主導しているが、この方針を全面的に再検討する際に、教師たちの知見が活
用された。
2つ目の事例の小学校で、は、生徒と親や保護者の双方から、生徒問のいじめが学校内
でとくに大きな問題であるという証拠を得た。学校計画チームは、指針B.2.9Iいじめを
減らす」の質問項目を用いて、いじめに対する態度やいじめの経験に関して徹底的な調
査をすることにした。チームはとくにつぎの質問項目を中心にした。
-教職員、親や保護者、理事および生徒は、いじめについてどのような考えを共有し
ていますか
-友人関係がなくなることに対する恐れが、いじめの原因として理解されていますか
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本書を使用して
「差異を認めること、
それは子どもたちにと
って最大の報奨とな
る:自分が大切にされ
ていると感じるからで
ある」
-学校内で認められる行動と認められない行動を詳細に記した、いじめについての明
確な方針説明書がありますか
-方針説明書で使用されている言葉は、理事、教職員、生徒および両親や保護者が理
解できますか
・いじめについて男子生徒および女子生徒に援助を与えることができる、近づきやす
い男性および女性がし、ますか
-生徒は、いじめにあった場合、頼るべき人物を知っていますか
・生徒は、いじめを防止し、最小限にする方策に関わっていますか
.いじめの発生を明確に記録していますか
・いじめは減っていますか
計画チームは問題の程度や特徴が分かつている場合には、さまざまな方法でそれに取
り組むことを試みた。国語学習の中に、友情に関する本を読み、友情について話し合い、
友情に関する文章を書くことを含めた。討論会を設定し、そこで生徒がいじめを防止し、
最小限にする方策に寄与できるようにした。すべての生徒が理解できる言葉で、いじめ
防止の新しい方針が作成され、広く周知された。いじめの発生を明確に記録する制度は、
一部の生徒の行動ノξターンを発見するのに役立った。反復調査や検討を行うことによっ
て、いじめの減少を評価したが、その際には、本書の質問項目だけでなく追加の質問項
も使用することで、調査を通じて明らかになった事柄を考慮できるようにした。
開発を継続する
実施段階を通して関係者全員が関与し続けなければならない。学校コミュニティ の構
成員に深く根づいた信念や価値観に異議が唱えられ、抵抗が生じるので、この関与の維
持は大きな努力を要するかもしれない。特定の優先事項を実行する際、学校の文化を変
える上でのさらに広範な活動が必要となることは、軽視されるべきではない。もっとイ
ンクルーシブな文化を創造する活動は、何年にもわたって続ける必要があるかもしれな
い。しかし、このような変化は、学校内の方針と実践を細かく変更することで、教職月、
理事、生徒および親や保護者の関与を順番に持続するかもしれない。協力し合う学校で
は、教職員は互いの専門領域を活用し、相互に支援を提供できるであろう。
教職員、生徒または親や保護者の中には特定の開発に同意しない人がいるかもしれな
い。計画チームは、教職員に意見の違いを話し合うように促し、開発ができるだけ多く
の人々に適切となるように開発を練り直す必要があるかもしれない。
計画チームは、すべての人に進行についての情報が伝えられていることを確認しなけ
ればならない。情報の通知は、会合、教職員会議、教職員開発目、学校新聞、登録や個
別指導、サークル活動、 生徒会、掲示板、コミュニティ組織を通して行うことができる。
情報を提供するとともに、計画チームは他者の発言、とくに発言の機会が少ない人々に
対して耳を傾けなければならない。
進行を記録する
学校開発計画チームは、優先事項に対して全責任を負っており、進行状況がチェック
され、記録されていることを確認し、チームと関係する教職員との協議の後に開発計画
が調整されていることを確認することになる。この中には、実践の参観とともに教職円、
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生徒、理事および親や保護者との話 し合いや方針書の検討が含まれでもよい。半期ごと
に、第 3段階の計画における基準と照らし合わせて、 優先事項の実施について進行状況
を記録し続けなければならない。この記録は学校新聞で伝えられる場合もあろう。
インクルーシブな理念に基づいて構築する
この学校は創立 10年で、校舎は魅力的できちんと手入れされている。学校には 9歳
から 13歳までの 480人の生徒がいる。この学区は経済的に貧しく、子どもたちの半数
余りが無償学校給食を受けている。学校長はインクルーシブの原則に強く取り組んでい
る。それは彼女が子ども時代iこd寵ったポリオの経験と関係がある。彼女の両親は彼女を
通常の学校で教育を受けさせるために闘った。彼女は次のよ うに述べている「子どもた
ちは通常の学校に入る権利を持っています ・・・ 学校はそ うできるように変わるべきで
す」。
この学校には視覚障害がある子どもが 6人いるが、専門的なセンターとして正式に認
可を受けてはいない。本校は、事実、障害がある児童を受け入れる学校としての評判を
築いてきたのだ、った。この学校がこの 10年間に入学を拒否したのは 1人だけである。
本書を用いた学校内の調整グループは、親や保護者、理事を含む幅広い立場を代表し
ていた。批評力のある協力者は2人いた。グループは本書を学校開発計画プロセスに組
み入れることを選んだが、 学校開発計画プロセスには既に全教職員が関わっていた。そ
のプロセスには一連の会議が含まれており、その会議で議事のコーディネーターが同僚
にその一年に達成されたことを報告した。予定が翌年に移った段階で、目標や予算への
関与が話し合われた。学校長は、本書について、 学習と参加に対するバリアを発見し、
克服することを一層強調するとともに、このプロセスへの参加を広げる手段としてみて
いる。生徒と教師に質問表が実施された。学校の学習支援コーディネーターが、より高
度な研究の一貫として情報の分析を先導した。
この学校は、インクルージョンを開発するために多くの優先事項を選定した。教職員
は、「すべての生徒が成功するカリキュラムを提供するJための総合的方策が必要であ
ると考えた。これが翌年の学校開発計画の主要な目標の 1つになり、 一連の教職員開発
活動と関係づけられることになった。
生徒は、教職員や時には他の生徒が「自分の話に耳を傾けてくれる」とは感じられな
いと語っていた。現在のコミュニケーション方法を改善するためにある計画が実施さ
れ、その中には生徒の討論会が含まれていた。教師は、指導的な生徒の意見だけを支持
することはせず、すべての者が注目され、参加し続けるような討論となるように導いた。
全校集会でインクルージョンを検討するための計画が作られた。問題点には、機能障
害と能力低下、いじめと悪口、チームワークと協力、個性の尊重、共感と憐れみの問題、
囲内 ・国際のコミュニティの意味、ニードがある人への助力提供が含まれていた。学校
長は、機能障害と能力低下に関する集会で初めて自分の障害を生徒に直接告白し、それ
について生徒と話し合った。
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.開発について評価す
る
・本書を用いた活動を
再検討する
・本書のプロセスを継
続する
本書を使用して
「全国学校査察局は、
彼らが見たもの、そし
てさまざまな事柄に対
してインクルージョン
の側面が作用している
方法について満足を示
した。なぜなら、それ
は十分な成果を挙げて
いたからであるJ
本書を使用して
「学校は本当に混乱の
なかにあった。本書は
我々の前に道を示して
くれた」
段階5 本書のプロセスを再検討する〈継続〉
第1段階
本書を用いて開始する
第2段階
~ 学校について知る 、、¥
第5段階 第3段階
本書のプロセスを再検討する インクルーシブな学校開発計画を作る
‘、"""-- ~ 『、 第4段階
優先事項を実施する
チームは、開発の進行状況全体について再検討を行う。チームは、変化しつつある文
化、方針そして実践におけるより幅広い進行について考慮する o チームは、本書のプロ
セスについてどのような修正を行う必要があるか話し合う。指針と質問項目は、ある特
定の学校で改作されているように、校内における変更の程度を再検討し、次年度の学校
開発計画のための新たな優先順位を組み立てるために活用される。
開発について評価する
進行状況全体を評価するために、チームの構成員は、計画のなかに挙げられた開発の
各領域における進行の根拠を持ち寄って再検討する必要があるだろう。彼らは計画のな
かで成功の評価基準を考慮、した変更点について、また、新たな問題点が出現するととも
に、変更点をどのように修正しなければならなかったのかについて、よく考えてみるべ
きである。彼らは次年度、作業をどのように継続するのかについて考えるべきである。
本書を用いた活動を再検討する
本書のプロセスに基づく活動にもまた、評価が必要である。計画チームは本書の活用
方法について再検討し、将来、 学校開発を支援するうえで指針と質問項目をどのように
叫用することが最善なのかを決定すべきである。彼らは、本書が学校にとってどの程度、
インクルーシブな方法で、活動を行うためのより大きな責任を負っていくうえで有効であ
ったのかについて評価すべきである。
チームは、本書の調整グループ。の構成、そしてグループ。と学校計画構造との関係を反
映したものになるだろう。チームの評価は、このチームが作業のためにどの程度十分に
準備されたものであるかについて、他のグルーフ。との協議の方法について、さ らなる調
」ーと優先事項の実施のために他者と責任を共有することの成功について、そして支援を
得る方法について行われるだろう。このプロセスにおいて批評力のある協力者が役に立
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本書を使用 して
「それは構造の一部に
なった」
つだろう。しかし、自己評価を成功させるためには、すべてのグループ構成員が進んで
自分の実践に挑戦することが求められる。図 10は、チームが彼らの活動を再検討するた
めに役立つと思われる質問項目を含んでいる。
図 10 本書を用いた活動を再検討する
・ 調整グループの活動は、その構成、グループ内での仕事の分担、他者との協議、そ
して開発事業のための責任委任について、どの程度うまく実施されましたか
・ 校内での活動をよりインクルーシブな方法において行うという関与の仕方は、どの
程度変化しましたか
・ 本書のキー ・コンセプトは、 学校方針と実践についての考え方のなかにどの程度取
り入れられましたか。キー ・コンセプトとは、インクルージョン、 学習と参加への
バリア、 学習および参加支援のための資源、そして多様性への支援のことです
・ 協議の過程はどの程度インクルーシブでしたか。また今後、誰か他にそのことに貢
献するであろう人物はいますか
・本書の次元と節は、 学校開発計画を構成するうえで、どの程度有益でしたか
・指針と質問項目は、優先事項を特定したり、見過ごされてきた優先事項について詳
細に特定したりするうえで どの程度有益でしたか
・ 優先事項の評価と開発の実施についての適切な証拠はどの程度収集できましたか。
そしてこれはどの程度改善が可能だと推測されますか
・ 本書を活用した活動のプロセスは、よりインクルーシブな方法で活動を行うことに
どの程度貢献しましたか
・ 開発はどのように持続されていますか。そしてこのプロセスについてはどのような
改善が可能ですか
本書のプロセスを継続する
プロセスの最終段階では、本書を用いた活動の最終年度と重なるかもしれないが、 学
校開発計画チームは、本書の活動における連携の方法について修正を行う。多くの学校
では、教職員の大多数がこの時点では本書について熟知しているであろうが、しかし新
任の教職員に対しては、新任研修フ。ログラムの一部としてプロセスの説明を行うべきで
ある。進行状況の再検討の一環として指針と質問項目を再考することは、 学校に関する
さらなる調査へと結びつくかもしれない。第 5段階は、第2段階に戻ること、そして学
校計画サイクルを継続することと一体化する。
新しい方向の意味を与えてくれる
ハインドブレイク小学校は、本書を活用する以前は、教員配置にも規律にも問題のあ
る 「特殊な尺度」の学校として知られていた。校内における人間関係、そして理事や親
との関係は悪かった。学校長は、親が何を欲しているかについて、教師が 「知っている
つもりになっているJのを認めていた。教職員は「自分が特にょいと思っているわけで
もないことをするよう求められていたJ。生徒は教師からの期待に応えることができな
かったり、また、生徒自身には自信があった成績でも、教師から無視された。親との関
係、教職員同士そして生徒との関係は、総じて悪かった。
本書に関する調整グループが設置されたが、そこには理事、親そして教職員が含まれ
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ており、校内と地方当局から重んじられている批評力のある協力者が、このグ、ルーフ。を
動かしていた。協議の範囲は幅広く、その結論は「非常に努力を必要とするJものであ
った。たとえば、親は我が子に対する教職員の態度について、「彼らは子どもたちの面
倒を見ていなしリ「彼らはえこひいきをする」と自分の見解を記録した。
良好なコミュニケーションの重要性に対しては、早い時期から強化された。学校長は
理事と親に対して情報を流通させることに重点をおき、教職員たちは何が起こっている
かを当然知っているものとみなした。定例の教職員会議は、他の人々に対しても教員も、
何が起こっているのかをほぼ同時に知ることができるように保証したので、人々は傷つ
いたり、疎外感を持ったりするようなことはなかった。親とのコミュニケーションは、
平易な英語で書かれた学校パンフレットの配布、そしてカリキュラムや宿題の説明の際
に親を学校へ招き、それによって親が子どもと一緒に活動できるようになったことで改
善された。
学校への入学 ・転入と転校は重要な「通過儀式Jとして理解されるようになった。た
とえば、これから学校生活を開始する子どもの入学式には、親、教師、理事長、そして
PTA会長がこれに参加した。それは全校集会で始まり、昼食を共にすることで終了した。
両親はその後の集会に招かれたが、そこで子どもには学校ロゴ入りの読書用フォルダー
が贈られた。年度の終わりには、転校する生徒のために生演奏つきで、バーベキュー ・パ
ーティが催され、親と理事が招待された。
教職員はまた、協議の後、つぎのようなさらなる変革を導入した。
・安全に対する親の心配に応えて、双方向性のインターホンと有線テレビが玄関に
設置された
・ 玄関に全教職員の写真
・ 子どもたちは、学校での進歩につれて、最もよく出来た作品や学習が書類ばさみ
のなかに蓄積される
・ 週間学校新聞が、 6年生の集まりである情報とコミュニケーション ・テクノロジ
一 ・クラブの手で発行された
・学校長に対しては 1日の始まりと終わりには、今までよりも面会しやすく、いる
ことが分かるようになった
・ よい振る舞いと学習に対して積極的に注目するだけでなく、サークルの時聞が導
入された
・ 家庭に困難を抱えている子どもに対して、必要な場合には、 2名の補助教員が学校
での日課にうまく取り組めるよう、関わりを持った
教職員は、学校が子どもを中心に据えるために本書がつぎのように有効で、あったと感じ
た。
「わたしたちは、子どもが中心にいる姿を思い浮かべる。皆と一緒に、食堂指導担当
者、教員、補助教員、厨房の職員、介助者、清掃者、子どもの周囲にいるすべての人々
が、それぞれ子どもに向けていおうとするささやかな言葉を持って。それは子どもの学
習について、そして子どもに対して高い期待を持つということである。しかしそれは単
に指示されるままに行動する子どもではなく、自分の言葉を持ち、同時に行動する子ど
もへの期待である」。
生徒たちによる学校評議会の設立が計画された。また、選挙で選ばれた生徒による「ス
マイル・クラブ」は独断と対立を処理するための用意となり、それによって彼らは、孤
立している他の生徒を支援することができた。
学校長は、本書の活用が 「私たち全員を共に、共通の焦点へと導いてくれるJと感じ
た。「あらゆる学校に利益をもたらすことができるものだと思うけれども、本校のよう
に激動と混乱の時期に直面してきた学校にとって、本書は本当に進むべきよい方向を示
してくれるものだとわたしは考えている」。
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第3部
指針と質問項目
指針のリスト
指針と質問項目
次元A 節A.1 コミュニティを形成する
次元A 節 A.2 インクルーシブな価値を確立する
次元 B 節 B.1 万人のための学校を開発する
次元 B 節 B.2 多様性に対する支援を組織化する
次元 C 節 C.1 学習を組織化する
次元 C 節 C.2 資源を動員する
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指針
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針 A.l.l 誰もが喜んで受け入れられていると感じられるようにする
A.l.2 生徒は互いに助け合う
A.l.3 教職員は協力し合う
A.l.4 教職員と生徒は互いに敬意を持って扱う
A.1.5 教職員と親や保護者の聞には連携がある
A.1.6 教職員と理事は協力する
A.1.7 地域社会全体が学校と関わりを持つ
A. 2 インクルーシブな価値を確立する
指針 A.2.1 すべての生徒に対して高い期待がある
A.2.2 教職員、理事、生徒そして親や保護者はインクルージョンの理念を共有する
A.2.3 生徒は平等に尊重される
A.2.4 教職員と生徒は、 互いに相手を「役割」を持つ者であると同時に人間として扱う
A.2.5 教職員は、 学習そして学校のあらゆる側面における参加のバリアを取り除こうと努める
A.2.6 学校はあらゆる形態の差別を最小限にしよ うと努力する
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指針
次元B インクルーシブな方針を生み出す
B. 1 万人のための学校を開発する
指針 B.1.1 教職員の任命と昇任は公正である
B.1.2 新任の教職員は学校に定着するために支援される
B.1.3 学校は、その地域に住むあらゆる生徒の入学を認めるよう努力する
B.1.4 学校は、校舎をすべての人々にとって物理的にアクセス可能なものにする
B.1.5 すべての新入生は、 学校に定着するために支援される
B.1.6 学校は、すべての生徒が尊重されるように指導グ、ルーフ。を配置している
B. 2 多様性に対する支援を組織化する
指針 B.2.1 すべての支援形態は調整されている
B.2.2 教職員開発活動によって、教職員がすべての生徒の多様性に対応できるようにする
B.2.3 特別な教育的ニーズJ方針とは、インクルージョン方針のことである
B.2.4 特別な教育的ニーズの実施規則J*をすべての生徒の学習と参加に対するバリアを減じる
ために使用する
B.2.5 母語以外に英語を学んでいる生徒への支援と学習支援を調整する
B.2.6 パス トラル支援方針および行動支援方針をカ リキュラム開発および学習支援方針と結び
つける
B.2.7 懲戒による出席停止への圧力を減らす
B.2.8 就学に対するバリアを減らす
B.2.9 し¥じめを減らす
*D伍S(2001) 
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指針
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針C.l.l すべての生徒の学習を念頭において指導を計画する
C.l.2 授業はすべての生徒の参加を促進する
C.1.3 授業は差異に対する理解を促す
C.1.4 生徒は積極的に自分自身の学習に関わる
C.1.5 生徒は協力して学習する
C.1.6 評価はすべての生徒の成績に寄与する
C.1.7 教室の規律は相互の尊重に基づいている
C.1.8 教師は協力して計画し、指導し、見直しを行う
C.1.9 補助教員はすべての生徒の学習と参加を支援する
C.l.lO 宿題は生徒全員の学習に寄与する
C.l.l すべての生徒が課外活動に参加する
C. 2 資源を動員する
指針C.2.1 生徒の差異を指導と学習の資源と して活用する
C.2.2 教職員の専門性を十分に活用する
C.2.3 教職員は学習と参加を支援するために資源を開発する
C.2.4 地域資源を把握し、活用する
C.2.5 学校資源をインクルージョンの支援のために公平に配分する
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針A.1. 1 諸るが喜ゐで受/プλえるえてlLlJ e!Af C 6 ;ft-lJ~ ラ/ごすぷ
i )人々が学校と初めて接触する際、親しみや歓迎の気持ちを持ってこれを行っていま
すか
甘)学校は障害を持つ生徒や旅行者、難民や政治的亡命希望者を含むあらゆる生徒を喜
んで受け入れていますか
ui)学校は、親や保護者、そ して地域社会に住むあらゆる住民を喜んで受け入れていま
すか
iv)学校に関する情報は、母語や障害に関わりなく 、たとえば必要に応じて翻訳したり、
点字やテープ、あるいは拡大文字にすることで、すべての人にアクセスできるよう
にしていますか
v)必要な場合には、サイン言語やその他の第一言語の通訳者が利用できるようになっ
ていますか
vi)求職者に対して与えられる学校のパンフレットや情報には、生徒とその背景の多様
性への対応が学校における日常業務の一部であることが明確に示されていますか
vi)玄関ホ ルーは、 学校という コミュニティに所属するすべての構成員を反映していま
すか
vii)学校は、掲示物や展示物のなかで地域の文化やコミュニティを称えていますか
ix)新入生や新任の教職員を歓迎したり、あるいは彼らの卒業や離任を心に留めるため、
積極的に行事を行っていますか
x)生徒は、自分の教室や職員室を自分のものとして感じていますか
xi)生徒、親や保護者、教職員、理事そ して地域住民全員が、学校を自分のものとして
感じていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針A.1.2 盆復/;fXl'1ご助/プ会タ
i )生徒は、必要な場合には互いに援助を求めたり 、援助を提供したりし合っています
か
話)展示物は、個人的な成果と同じように、生徒たちが協力して行った学習を称えてい
ますか
ii)生徒は自分や誰か他の人が手助けを必要としているとき、教職員に報告 しています
か
iv)手助けを行うような友達関係は、積極的に奨励されていますか
v)生徒は友達として、競争するよりもむしろ分かち合うようにしていますか
vi)生徒は人種差別主義者、性差別主義者、同性愛嫌悪、障害者差別主義者、その他の
形態、における差別的な悪口を避けていますか
vi)生徒は、校則に従うことを求められる度合いは、 生徒によって異なることを理解し
ていますか
吋i)生徒は、出発点のレベルが自分たちとは異なるような他の生徒の成果を称賛してい
ますか
ix)生徒は仲間同士の議論が、公正かっ効果的に処理されていると感じていますか
x)生徒は、もし他の生徒が公平に扱われていないと感じた場合、その生徒のために代
弁者として行動することができますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針 A.1.3 者厳身/;lt/i;ウL&タ
i )教職員は、校内における自分の役割に関わりなく互いを尊重し合っていますか
並)教職員は、ジェンダーに関わりなく互いに尊重し合っていますか
ii)教職員は階層や民族的な背景に関わりなく、互いに尊重し合っていますか
iv)教職員は全員、教職員会議に呼ばれていますか
v)教職員は全員、会議に出席していますか
vi)会議への参加には制限が設けられていませんか
vi)教員と助手は皆、カリキュラムの策定や再検討に関わっていますか
吋i)教職員同士のチームワークは、生徒同士が協力し合うための模範になっていますか
ix)教職員は問題が生じた場合、誰に頼ればよし、か知っていますか
x)教職員は、自分たちの仕事において気分よく問題を話し合っていますか
泊)有資格の臨時教職員は、学校生活に積極的に関わるよう奨励されていますか
刃i)すべての教職員は、学校開発の優先事項を作成することに関わっていますか
泊j)すべての教職員は、学校の開発計画を自分のものとして感じていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針 A.1.4 教義f.J警とご主{jf/;t互い/ご鋭震を滞って長野タ
i )教職員はあらゆる生徒に対し、敬意を持って、生徒がそう呼ばれることを望む名前
で、正確な発音において話しかけていますか
i )生徒は、あらゆる教職員に対し、その地位に関わりなく敬意を持って扱っています
か
ii) どのようにすれば学校が改善されるかについて、生徒たちは意見を求められていま
すか
iv)生徒の意見は、学校で起こる事柄にとって重要ですか
v)生徒には、学校の問題について話し合うための特別な機会がありますか
vi)生徒は頼まれれば教職員の手助けをしますか
vu)生徒は必要があると，思ったときには、手助けを申し出ていますか
吋i)教職員と生徒は、学校の物理的環境に気を配っていますか
ix)生徒は問題を抱えたとき、誰に頼ればよし、か知っていますか
x)生徒は自分たちの困難が効率的に処理されることを確信していますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針 A.1. 5 fillfJ警と疲イカ煤若者の局/ご/;tiA琴s{dちぷ
i )親や保護者と教職員は互いに敬意を持っていますか
話)親や保護者は、教職員との聞によいコミュニケーションが存在すると感じています
か
ii)すべての親や保護者は、 学校の方針や実践について十分に情報を与えられています
か
iv)親や保護者は、 学校開発計画のなかで、どれが優先事項かを知っていますか
v)すべての親や保護者は、 学校に関する決定に関わる機会が与えられていますか
vi)親のなかには、 学校に来て教師に面会することを恐れる人たちがし、ることは認識さ
れていますか。またそれを解消するための方策が取られていますか
vi)親や保護者が学校と関わりを持つようになるためのさまざまな機会がありますか
吋i)親や保護者が子どもの進歩について、そして子どもについての心配事を話し合える
さまざまな機会がありますか
ix)親や保護者が行うことのできるさまざまな貢献は、平等に評価されていますか
x)教職員は、親や保護者が持っている子どもに関する知識を尊重していますか
xi)教職員は、親や保護者が我が子の学習に関わりを持つことを奨励していますか
xi)親や保護者は、家庭での子どもの学習についてどのような援助ができるのかを明確
にしていますか
泊j)すべての親や保護者は、自分の子どもが学校で大切にされていると感じていますか
泊v)すべての親や保護者は、 学校が自分の心配事を真剣に受け止めてくれていると感じ
ていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針 A.1.6 教綴貞eJA事1;/筋力すぷ
i )教職員は、理事の役割と責務を理解していますか
並)理事は、 学校の組織構造と教職員の責務を理解していますか
話i)理事はし、かなるときでも、 学校の活動に喜んで貢献していますか
iv)理事の技能と知識は理解され、また尊重されていますか
v)理事会の構成は、学校が設置されている地域を反映していますか
vi)理事は、 学校の方針について十分に情報を与えられていますか
vi)理事が学校に対してどのような貢献ができるかについては、理事と教職員の間に合
意ができていますか
吋i)理事は、その地位に関わりなく、自分の貢献が尊重されていると感じていますか
ix)理事は現職教育の機会を教職員と共有していますか
x)教職員と理事は「特別な教育的ニーズがある」者として分類されている生徒に対し
て共通のアプローチを行っていますか
xi)教職員と理事は、困難を示す生徒についての証明と提供されるべき支援の方法につ
いて、見解を共有していますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 1 コミュニティを形成する
指針 A.1. 7 jt!JJgt在会三合併が字ダt漢字ポフゲ ~I手つ
i )学校は、校内の活動において、高齢者やさまざまな民族グループ。といった地域社会
と関わりを持っていますか
並)学校は地域社会の活動と関わりを持っていますか
ii)地域社会の住民は図書室やホール、食堂といった設備を教職員や生徒と共有 してい
ますか
iv)地域社会は階層、宗教あるいは民族的背景に関わりなく、 学校に平等に関わってい
ますか
v) 地域社会のあらゆる区域は、 学校にとっての資源であると理解されていますか
vi)教職員と理事は、地域住民に対して学校について意見を求めていますか
vi)地域住民の意見は、 学校の方針に影響を与えていますか
吋i)地域社会には学校に対する肯定的な意見が見られますか
立)学校は、校内の仕事に対する地域社会からの申し出を奨励していますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 2 インクルーシブな価値を確立する
指針A.2. 1 すべての生徒/ごがL てï~l1M待があぷ
i )すべての生徒は、自分たちは可能な限りもっとも高い成果に到達することが可能で
あるような学校に通学していると感じていますか
u )すべての生徒は、自分の学習について高い向上心を持つことを奨励されていますか
iu)すべての生徒は、あたかも彼らの成績の到達点には限界がないかのように扱われて
いますか
iv)教職員は生徒に対し、彼らの現時点での成績に基づいてその能力を固定的に見ない
ようにしていますか
v)生徒は、特定の年齢よりも、学習の準備ができた時点で公的な試験を受けています
か
vi)すべての生徒は、自分の成績に誇りを持つことを奨励されていますか
vi)すべての生徒は、他の生徒の成績を称賛することを奨励されていますか
吋i)教職員は、鋭敏な知力を持ち、やる気があり、あるいは高い成績を示す生徒の否定
的な意見に対し、反論しようとしていますか
ix)教職員は、授業に困難を感じている生徒の否定的な意見に対し、反論しようとして
いますか
x)教職員は、低い成績に対するレッテルを軽蔑的に使うことに対して、反論しようと
していますか
泊)一部の生徒に見られる落第への恐怖に関して、対処しようとしていますか
xi)教職員は、生徒の潜在的な能力について、兄弟や同じ地域に住む他の生徒と結びつ
けて考えないようにしていますか
追加質問 ・
• 
• 
50 
指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 2 インクルーシブな価値を確立する
指針A.2.2 者巌』号、 E事、盆佐子Lて療や煤護者AオインクノLー ジョンの!A;.含宏弁痔ず-lJ
i )支援的な学校コミュニティを構築することは、学力を高めることと同じくらい重要
であると理解されていますか
i )協力心を育てることは、自立を奨励することと同様に重要であると理解されていま
すか
ii) たったひとつの「常態」に合わせることよりも、むしろ差異の理解が強調されてい
ますか
iv)多様性は、問題としてよりもむしろ学習を支援する豊かな資源と理解されています
か
v)校内における機会の不平等を最小限にするという決意を共有していますか
vi)背景、学力そして障害に関わりなく、生徒を地域社会から受け入れようとする願い
を共有していますか
泊)たとえば重度障害生徒に対するようなインクルージョンの限界に挑戦する態度があ
りますか
吋i)インクルージョンとは、学校へのアクセスと同様に、学校における参加の機会を高
めることであるという理解を共有していますか
ix)排除とは、職員室、教室そして校庭で起こるプロセスであり、それは最終的には学
校からの分離を起こすことになりうると理解されていますか
x)すべての学校構成員は、学校をいっそうインクルーシブにするための責任を担って
いますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A. 2 インクルーシブな価値を確立する
指針A.2. 3 !ttÆl:tS!Z手/ご昌吉重~:h Q
i )多様な背景や母語は、 学校生活に肯定的に貢献するものと理解されていますか
i )地方のアクセントや方言は学校や社会を豊かにするものと理解されていますか
ii)家族構成の違いが認められ、正しく理解されていますか
iv)親や保護者は、職業上の地位や職業の有無に関わりなく、 学校にとって同等に価値
のあるものとみなされていますか
v)障害のある生徒や教職員は、障害のない生徒や教職員と同様に快く 学校に迎えられ
ていますか
vi)生徒は学業成績の高い、低いに関わりなく同等に評価されていますか
vi)すべての生徒の作品は校内や教室に展示されていますか
吋i)学校内外における成績の報告は、あらゆる生徒を含んでいますか
ix)すべての生徒は、中等教育修了資格試験を受けて中学校を卒業していますか
x)男女に関わりなく、 学業成績に関する同等な支援が与えられ、また卓越は同等に認
められていますかー
追加質問 ・
• 
• 
52 
指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A.2 インクルーシブな価値を確立する
指針A.2.4 talt貞とご主従/式、 Xl'/.ご街ヲE~ r波野'J~浮つ者であ~é河原/ごÁ/llJéLて長野タ
i )どの生徒にも必ず、その生徒のことをよく知っている教職員が何名かいますか
己)生徒は、教師が自分のことを好し、てくれていると感じていますか
ii)学校の全構成員は学習者であり、また同時に指導者とみなされていますか
iv)教職員は尊重され、そして支援を受けていると感じていますか
v) たとえば誕生、死亡そして病気などに関わる重要な行事は、適切に認められていま
すか
vi) I少数民族」だけでなく、誰もが(複数の)文化を持っていることは認識されていま
すか
vu)生徒(そして教職員)は、その日に限って心を痛めたり、 憂うつであったり、腹を
立てたりしているとき、そのことに気づいてもらい、援助してもらうことができま
すか
吋i)教職員が生徒に対する否定的な個人的感情を克服する方法として、非公式にこれを
表現することは認められていますか
ix)教職員は特定の生徒を疫病神扱いしないようにしていますか
x) トイレ、シャワーそしてロッカーといった基本的な設備はよい状態に保たれていま
すか
泊)生徒の慎み深くしたいという希望は、シャワーや水泳の設備において尊重されてい
ますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A.2 インクルーシブな価値を確立する
指針A.2.5 I.t巌貞段、学g子Lて学校のあるゆ-l;IH!I ili /.ご広/プ吾参加のパヅア~lIX ゲ政ζ タとタカす
ぷ
i )教職員は、自分たちは生徒が経験している学習と参加に関するバリアの除去に効果
をもたらすことができるということを理解していますか
並)バリアとは、生徒と彼らに対する指導および学習環境との間にある関係が原因とな
って生じるものであるということに気づいていますか
ii)指導および学習環境とは、生徒と教職員との関係、建物、文化、方針、そしてカリ
キュラムと指導のアプローチを含むものであることが理解されていますか
iv)教職員は、学習と参加へのバリアを、生徒の欠陥や障害によって生じたものとして
理解しないようにしていますか
v)教職員と生徒は、方針と実践が在籍する生徒の多様性を反映したものでなければな
らないことを理解していますか
vi)学校と家庭の文化の違いによって生じるバ リアは、認識され、また阻止されていま
すか
vi)誰もが学習と参加へのバリアを経験するかもしれないことは理解されていますか
吋i)教職員は、能力観によって子どもをラベリングしないようにしていますか
立)i特別なエーズのある」 生徒の分類の仕方は、彼らの価値を下げたり、分離すること
につながるかもしれないことは理解されていますか
x)教職員は、主流の生徒と「特別なニーズ」を持つ生徒とを対比しないようにしてい
ますか
追加質問 ・
• 
54 
指針と質問項目
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A.2 インクルーシブな価値を確立する
指針 A.2.6 学校1:/あるゆ6彩タの*ßIj~表ゲ'/fH/.ご L~ ラと夕方ず6
i )制度上の差別が存在すること、そしてあらゆる形態の差別を最小限にする必要があ
ることは認識されていますか
u)教職員と生徒は、差別の根源が差異に対する不寛容であることを理解していますか
iu)少数民族の生徒を排除しようとする圧力、そして人種差別主義として解釈されるか
もしれないやり方での差異に対する不寛容さには、注意が払われていますか
iv) あらゆる文化と宗教には、さまざまな見解と程度における習慣への遵守が含まれる
ことが認識されていますか
v)教職員は、学校での劇の上演に際して、生徒にステレオタイプ化された配役(たと
えば、髪の毛のタイプや肌の色などによって)を割り振ることのないようにしてい
ますか
vi)教師と生徒との聞には、年齢にかかわりなく相手に対する敬意がありますか
vil)学校の文化は、 男子生徒も女子生徒も平等に支援するものになっていますか
vui)教職員と生徒は、成績や生徒の将来に対する期待、あるいは心身の活力回復や技術
的支援による助力に関して、ジェンダーの固定観念にとらわれないようにしていま
すか
ix)教職員は、労働者階層の背景や関心事よりも、中流階層をより高く評価しないよう
にしていますか
x)ゲイとレズビアンの人々は、多様な人々の一部として学校で尊重されていますか
泊)教職員は、機能障害者にとって能力低下が生じるのは、否定的な態度や制度上のバ
リアに遭遇したときであることを理解していますか
xi) 肉体の完壁さに関するステレオタイプ化された見解については、克服のための努力
がなされていますか
泊j)生徒の障害に関する知識は、彼らの教育計画を作成するうえで限られた助けに しか
ならないと認識されていますか
氾v)教職員は、たとえば人々が障害者に対し、憐れみあるいは逆境と戦う英雄的な戦士
のようにステレオタイプ化された態度を持って見るとき、これに反対しようとして
いますか
xv)重度障害生徒の排除は、実践上の困難よりもむしろ態度や方針の限界を反映したも
のであることが理解されていますか
追加質問 ・
• 
• 
55 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 1 万人のための学校を開発する
指針 B.1. 1 数"J警のffif/iと穿仔/式公Eであぶ
i )昇任の機会は学校の内外を問わず、適任者すべてに聞かれていることが理解されて
し、ますか
込)昇任の対象となるポストは、校内における教職員のジェンダーと背景のバランスを
反映していますか
ii)教員と教員でない職員の構成は、 学区の置かれている地域社会を反映していますか
iv)障害のある教職員を任命することについては、バリアを取り除くための明確な方略
がありますか
け より 高位のポストについて、地域の特定の区域が過剰なほど有利ですか
vi)学校は、 平等を目標とする職員配置を達成してきましたか
vli)生徒の多様性は、教職員を任命するための必須の基準として尊重されていますか
吋i)補助職員が欠勤した際には、 学級ならびに教科の教員の場合と同様に、 一時的な補
追加質問 ・
• 
• 
充が措置されていますか
56 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 1 万人のための学校を開発する
指針 B.1. 2 IJfffの数段貞ぽ学校/ご定彦ず石ために支援~;k-l;
i )学校は、新任の教職員にとって、新しい土地で新しい仕事に定着する場合に困難が
生じうることを認識していますか
話)長年勤めている教職員が、新任の教職員に対し、たとえば彼らを除外する意味で「私
たちは」あるいは「私たちにとってJという言葉を使うことなどによって、よそ者
であるという感情をもたせないようにしていますか
ii)すべての新任の教職員には、彼らが学校に定着するための支援に心から関心を持つ
ている助言者がいますか
iv)学校は、新任の教職員が自分のこれまでの経験や知識が学校で尊重されていると感
じられるようにしていますか
v)新任の教職員を含めてすべての教職員には、彼らの知識と専門性を共有する機会が
ありますか
vi)新任の教職員は、 学校に関して必要な基本的な情報を提供されていますか
vu)新任の教職員は、自分にとってどのような付加的な情報が必要であるかを尋ねられ
ていますか、そしてその情報は提供されていますか
吋i)新任の教職員が学校に対して行う意見は、新鮮な洞察として求められ、尊重されて
し、ますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 1 万人のための学校を開発する
指針B.1.3 学校/式子のJt!JJgtIご盆ι、あるゆぷご宣伝のλ学~認め否。t ヨタカす否
j )学校のある地域に住むあらゆる生徒は、成績あるいは障害に関わりなく 学校に通学
するよう奨励されていますか
話)学校のある地域に住むあらゆる生徒を対象としたインクルージョンは、 学校方針と
して公表されていますか
ui)学校は、その地域に居住する多様な民族グループ。の参加を妨げているバリアを取り
払うよう努力していますか
iv)学校のある地域を訪ねてきた旅行者の子どもや青年は、 学校で積極的に歓迎されて
いますか
v)学校のある地域に住んでおり 、現在特殊学校に在籍している子どもについては、 学
校への通学が積極的に奨励されていますか
vi)平等な学校の一員となることは、あらゆる生徒にとって平等に無条件なものですか
vi)地域の学校にインクルー ドされている生徒の割合は増えていますか
吋i)地域の学校にイνクルー ドされている生徒の多様性は増えていますか
追加質問 ・
• 
• 
58 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 1 万人のための学校を開発する
指針 B.1.4 学校ダダ診をすべてのλ々にとって持参'J.Atr.J/.ごアク古ス写准1;;.'るのにすぷ
i )聾、盲そして弱視の人々のニーズは、身体障害者と同じように、建物へのアクセス
が可能であるように考慮されていますか
話)学校は、教室、廊下、 トイレ、庭園、校庭、食堂そして展示品を含む学校の建物と
グランドのあらゆる側面について、アクセス可能なものとするよう考慮しています
カ￥
ii)障害者の組織は学校のアクセスしやすさについて助言を求められていますか
iv)障害者のアクセスは、建物改善計画の一部になっていますか
v)学校は、校内のアクセスしやすさを毎年改善していくため、 12001年特別な教育的
ニーズおよび障害に関する法律」が求めていることに注意を払っていますか
vi) アクセスのしやすさは、生徒のためであるとともに、障害のある教職員、理事、親
や保護者そして他の地域住民のためでもあることが理解されていますか
vi)学校の建物のアクセスしやすさの改善プロジェク トは、 学校カリキュラムの一部と
なっていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 1 万人のための学校を開発する
指針B.1.5 すべての新λ全ぽ学校/ご定彦すぶために支援~-ft Q
i )学校は生徒のための導入プログラムを持っていますか
i )導入プログラムは、 生徒や家族がそのプログラムに年度当初に参加する場合でも、
あるいは他の時期の参加であっても、彼らに対してうまく機能するものとなってい
ますか
ii)国および地方の教育システムに関する情報は、学校に関する情報と同じように親や
保護者に適切に与えられていますか
iv)導入プログラムは、成績や母語の異なる生徒に配慮していますか
v)新入生は、彼らが初めて学校に転入学する際には、より経験のある生徒とべアを組
むことが行われていますか
vi)新入生が学校で数週間を過ごした後、家庭にいるような気持ちを持つ程度を知るた
めの方策が設けられていますか
vi)特に生徒が初めて学校に参加する際、建物の配置を記憶することが難しい生徒のた
めに、支援が行われていますか
吋i)すべての新入生は、もし自分が困難を経験したとき、誰に会えばよし、かはっきり知
っていますか
立)生徒がある学校から別の学校へ転校することになっている際は、それぞれの学校の
教職員は変化を軽減するために協力し合っていますか
x)就学前学校または初等学校から転入してくる生徒には、転入以前に学校に慣れさせ
るための方策が設けられていますか
追加質問 ・
• 
• 
60 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 1 万人のための学校を開発する
指針 8.1.6 学校ぽ、 すべての生徒が喜重ð:k~~ ラ/ご指夢グループ~lJèí8 L. てl)~
i )指導グループ。は施設の使用、教室の位置、指導スタッフの配置そして教職員の保護
について、平等に扱われていますか
i )教職員は、多様なグループ。において相互に教え、学びあうことは生徒のために設け
られたよい機会であると考えていますか
ii)指導グループ。を計画する際には、友達関係や同じ言語を話す他の生徒がいることに
注意が払われていますか
iv)指導グループ。の組織については、学力の水準あるいは障害に応じて分けることを最
小限にしようとする努力が行われていますか
v)科目別クラス分けが行われる際には、低位のクラスにみられる不満のようなマイナ
スの影響を防ぐための計画がありますか
vi)科目別クラス分けが行われる際には、生徒にはクラスを移動するための平等な配置
の機会を与えていますか
vi)学級内での席順は、男子，生徒と女子生徒の聞の社会的結びつきや校内における民族
ク。ルー フ。の多様性を促進するために、必要に応じて変更されていますか
吋i)学級内における席順は、生徒の学習機会をよりよいものとするため、必要に応じて
変更されていますか
立)学校は、学習に困難を経験している生徒とそうでない生徒と一緒に教育するという
法律上の義務に留意していますか
x) ある特定の年度の生徒受け入れについて、もし男子生徒と女子生徒の人数に大きな
アンバランスが生じた場合、学校は共学でないクラスをいくつか設置することを考
慮していますか
xi)学校は、過剰に多数の男子生徒を学力の低い者あるいは代替のカリキュラムを必要
とする者として見なしたり、グループ。分けしたりしないようにしていますか
刃j)学校は、読み書き能力に関して追加的な支援を与えられている生徒に対し、カリキ
ュラムを制限しないように(たとえば外国語を除外するなど)していますか
泊i) 自由に選択する場合、すべての生徒は本当に選択することを認められていますか
追加質問 ・
• 
61 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B.2 多様性に対する支援を組織化する
指針B.2. 1 すべての支援彩度ぽtJljH~iL てl LfJ 
i )すべての支援方針は、多様性に対する学校の適応力を高める方策と一貫しています
か
話)支援の調整が学校内で重要視され、上級の教職員が主導していますか
ii)支援方針は生徒の学習と参加に対するバリアを防止することを目指していますか
iv)学校内の全員に対して明白な、総合的なインクルーシブな支援方針がありますか
v)その支援方針は、 学校内の学習を学校外から支援する人々にとっても明白ですか
vi)文化、方針、 実践のインクルーシブな開発に外部の支援サービスが貢献できる方法
に対する明確な計画はありますか
vil)教職員は、 学校内の学習と参加の開発を支援できるサービスをすべて把握していま
すか
吋i)たとえば、健全な学校や生徒の成績の向上を目指す学校といった、あらゆるイニシ
アチブが調整され、 学校の.インクノレーシブな開発を支援していますか
ix)支援提供者は、自分の努力を他の重複するイニシアチブと調整するように求められ
ていますか
x)支援方針は、 専門家の領域の維持というよりも、 生徒にとって何が最善かという点
から作成されていますか
追加質問 ・
• 
• 
62 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 2 多様性に対する支援を組織化する
指針 B.2.2 者巌尾原芳彦嘉彦によって、紫綬貞;jf~笠廷の多様佐/ご対応で~~;タ/ごすぷ
i )カリキュラム開発に関する活動はすべて、背景、経験、成績、障害が異なる生徒が
参加することに対処していますか
品)カリキュラム開発に関する活動はすべて、学習と参加に対するバリアを減じること
に対処していますか
ii)教職員開発活動は、教室内で効率的に協働する際に教職員を支援していますか
iv)共通理解に基づく連携指導は、生徒の多様性に対応するように教師を支援するため
に利用されていますか
v)教職員は、生徒の考え方を熟考するためにお互いの授業を参観していますか
vi)教職員は、協力的学習活動を工夫し、運営する研修をうけていますか
vli)教師と補助教員は、より効果的な協力を発展させるような機会を共有していますか
吋i)教職員と生徒が、 ヒ。アチュータリングについて学ぶ機会はありますか
区)指導と支援の教職員は、例えばカメラ、テレビ、 ビデオ、OHP、テープレコーダ一、
コンビュー夕、インター不ッ トなどの学習を支援する機器の使用方法ついて学んで
いますか
x)教職員は、生徒がカリキュラムで学習する時間が増えることによって生じる不満を
減らす方法を検討していますか
xi)障害者の教育が平等であることは、すべての教職員に周知されていますか
x1i)すべての教職員は、人種差別、性差別、同性愛差別を含むいじめに対する対応方法
を学んでいますか
刀j)教職員と理事は自分自身の学習ニーズを評価する責任を負っていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B.2 多様性に対する支援を組織化する
指針 B.2. 3 r1.*ßIj~'教穿的二ースγ 方針é/~、イシクノLージョニノ方針のごとであぷ
i ) r特別な教育的ニーズがある」ような、生徒を分類することを最小限に抑えようとし
ていますか
ii)学校は、男子生徒を不当な割合で、「特別な教育的ニーズがある」と分類しないよう
にしていますか
ii)学校は、特定の民族グループをより高い比率で「特別な教育的ニーズがある」と分
類しないようにしていますか
iv)学校は支援コーディネーターを、「特別な教育的ニーズコーディネーター」ではなく、
学習支援コーディネーター、 学習開発コーディネーターあるいはインクルージョ
ン ・コーディネーターと呼んでいますか
v) r特別な教育的ニーズがあるJとカテゴリーされた生徒は、同種グループ。の一部とし
てではなく、関心や知識や技能が異なる一個人として理解されていますか
vi)ある生徒の学習と参加に対するバリアを取り除こうとする試みは、すべての生徒の
教室内の経験を向上させる機会として理解されていますか
vli)支援は、教育に対する特別な追加措置ではなく、それを必要とする生徒の権利とし
て理解されていますか
vii)支援を受ける権利についての詳細が、生徒、親や養育者に公表され、学校案内に記
されていますか
ix)可能な場合、支援は公式の評価手続きにたよることなく提供されていますか
x) r特別なニーズ」方針は学習と参加を増やして、排除を最小限に抑えることを目標と
していますか
泊)通常の学級での授業以外における支援を受けるために、生徒が通常の授業から離れ
ることを最小限にしようとしていますか
追加質問 ・
• 
• 
64 
B. 2 
指針B.2.4
Department for 
Education and 
Sk i I I s(2001) 
2 Disabi I ity Rights 
Commission (2002) 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
多様性に対する支援を組織化する
得:sIj1;;.'諺rné9ニーズの実厳若~HIj I ;をすべ、てのご主妊の学f!fé参加/ご対す6バヅア~必ずC -lJ
ために使房すぷ
i )特別な教育的ニーズの実施規則と障害者権利委員会の学校に関する実施規則 2は調
整されて用し、られていますか
註)両方の実施規則を用いることが学校内の総合的なインクルージョン方針に統合され
ていますか
ii)特別な教育的ニーズの実施規則は、評価や分類ではなく支援に関する規定であると
理解されていますか
iv) さまざまなグループへの指導に対する支援は、分類に代わる措置であり、個人的な
支援の提供であると理解されていますか
v)外部の支援サービスは、学習と参加に対するバリアを減じるための指導 ・学習計画
に役に立っていますか
vi)個別教育計画には、通常のカリキュラムへのアクセスと、通常のカリキュラム内で
の参加の支援について記されていますか
vi)一部の生徒のための個別教育計画によって、すべての生徒に対する指導と学習への
対応が改善されていますか
vii) ["特別な教育的ニーズ」の判定書は、障害の鑑別を重視するのではなく、生徒の長所
と発展の可能性に基づいて作成されていますか
ix) ["特別な教育的ニーズjの判定書には、 学習の向上のために必要な、指導と学習上の
対応における変更について記されていますか
x) ["特別な教育的ニーズ」の判定書には、他の生徒との関わりを増やすために必要な、
指導と学習上の対応における変更について記されていますか
氾)["特別な教育的ニーズJの判定書は、通常のカリキュラムやコミュごティへの参加を
最大限に促すために必要な支援を詳細に記していますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 2 多様性に対する支援を組織化する
指針 B.2.5 GJt5以ガ/ご実15~学ゐでl '-lJ盆従への支援ム学f!J'~lßé~tIlJßすぷ
i )これらの生徒への支援は、学校内の教職員全員の責任として理解されていますか
並) これらの生徒への支援は、すべての生徒の学習と参加に対するバリアを減じること
に役立つていますか
ii)支援は「英語に困難がある」生徒と「学習に困難がある」生徒とを区別することで
はなく、学習と参加に対するバリアを取り除くことを重視していますか
iv)母語以外に英語を学んでいる(学んできた)すべての生徒に対して、高い成績を期
待していますか
v)手話通訳や他の母語の通訳が必要な人をすべて支援するために、通訳者が確保され
ていますか
vi)住む国や文化が変わることの影響が、学習と参加のバリアとなりうることが認識さ
れていますか
vi)生徒は、文化的背景が同じ人から指導や支援が得られますか
吋i) これらの生徒に対する支援は、授業、カリキュラムおよび学校組織のすべての面に
おける学習に対するバリアに対して与えられていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 2 多様性に対する支援を組織化する
指針B.2.6 ノ fス外ラノL支援方針;b~ck (J.'IT.嘉彦支援方針~カヅヰュラム/JlJ.芳為、ckび字g支援方Jfé，f.ãV"
つ/プ6
i )生徒の学習と参加の増進という目的は、すべてのパス トラル支援スタッフおよび行
動支援スタッフの第一の目的として理解されていますか
並)問題行動は、教室や遊び場での経験を向上するための方策に結びついていますか
ii)行動支援は、すべての生徒に対する指導と学習を向上させる方法を熟考して実施さ
れていますか
iv)行動支援は、学校の実践、方針、文化における学習と参加に対するバリアに向けら
れていますか
v)すべての教師と補助教員は、生徒の不満や混乱を減らす方法を学ぶ機会が与えられ
ていますか
vi)学校は、自尊心の低い者の自己信頼感を高めようとしていますか
vi)不満や混乱を減らす際、親や養育者の知識を活用していますか
吋i)生徒は、自分自身や校内の他の人々に対する不満や混乱を減らすことに貢献してい
ますか
立)公的ケアにおける子ども支援は、 学業成績の向上を促進していますか
x)公的ケアにおける子ども支援は、子どもの学習の継続を促進していますか
泊)公的ケアにおける子ども支援は、 学校と保育者の間の粋を強めることに役立ってい
ますか
xi)パス トラル支援方針および行動支援方針は、一人で悩んでいる生徒を癒すことに注
意を向けていますか
泊i)学校は、 学校内外での男らしさのみなされ方の中に、男子生徒の不満の原因がある
ことに注意を向けていますか
追加質問 ・
• 
• 
67 
指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B. 2 多様性に対する支援を組織化する
指針 B.2.7 懲戒/ごck-lJfiJ.庶停止へのJE;ウ~必ずるず
i )懲戒による出席停止は、指導と学習への支援や介入によって制止可能なプロセスで
ある理解されていますか
話)問題が大きくなる前に、教職員、生徒、親や養育者およびその他の人々が含まれる
会議が聞かれ、問題に柔軟に対処しようと していますか、
ii)生徒に対する評価の低さと、不満、混乱と懲戒による出席停止との間の関係が認識
されていますか
iv)学校は、評価が低い学習グループの中に不満が蓄積しないようにしていますか
v)学校は、少数民族グループや社会階層グループが低く評価された場合、低く評価さ
れた者の感情に対処していますか
vi)学校は、民族グノレーフo聞や社会階層グループ聞の摩擦を減らす努力をしていますか
vi)生徒の行動問題には、常に処分ではなく教育とリハビリテーションという観点から
対応していますか
吋i)学校コミュニティι反抗していると思われる生徒などに寛容の精神で対処していま
すか
ix)懲戒による理由で出席停止させられた生徒を再び受け入れる明確で前向きな計画は
ありますか
x)一時的であれ恒久的であれ、また公式であれ非公式であれ、あらゆる形の懲戒によ
る出席停止を最小限に抑えるための方針がありますか
垣)一時的、恒久的、公式および非公式な出席停止を減らすという目的は、教職員の問
で共有されていますか
xi)公式な懲戒による出席停止と同様に非公式な懲戒による出席停止についても明確な
記録が保持されていますか
担j)懲戒による出席停止に関する報告書が定期的に理事会に提出されていますか
泊v)公式および非公式な懲戒による出席停止は減少していますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
8.2 多様性に対する支援を組織化する
指針 8.2.8 1ft学/ご対すぷバヅア~必ずるず
i )出席に対するあらゆるバリアを、 子どもや若者の態度および家庭の点から検討する
だけでなく、 学校の文化、方針、 実践の点からも検討していますか
u )学校は、無断欠席を懲戒による出席停止の理由とすることを避けていますか
iu)生徒の無断欠席に、ジェンダーや背景とは関係なく平等に対処していますか
iv)無断欠席、いじめおよび支援を受けた交友関係の欠如の間の相互関係は認識されて
いますか
v)学校は、女子生徒の妊娠に対して、 差別的ではなく、支援するという姿勢で対応し
ていますか
vi)学校は、親と死別し欠席していた生徒、慢性疾患の生徒、長期欠席していた生徒の
復学や参加を積極的に支援していますか
vi) ["母J国を訪問するための長期休暇を助言していますか、またそれは、 学校コミュニ
ティとの問でうまく調整されていますか
vii)長期に学校を離れていた生徒が得た経験を授業に組み込むためのガイドラインがあ
りますか
ix)教職員と親や養育者の間で、無断欠席を防ぐために協力を改善しようとする計画が
ありますか
x)学校と他の機関の聞に調整された対応がありますか
xi)欠席を報告し、その理由を明らかにする効率的なシステムがありますか
姐)各授業の欠席は記録されていますか
)Ol)生徒が特定の授業を欠席した場合、教師や授業内容との関係を検討する必要がある
と理解されていますか
xiv)学校が収集した無断欠席の数と「本当の」無断欠席の数は一致していますか
xv)生徒の無断欠席は減少していますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元B インクルーシブな方針を生みだす
B.2 多様性に対する支援を組織化する
指針B.2.9 l' じめ~必ずるず
i )教職員、親や養育者、理事および生徒は、いじめについて同じ考えを持っています
か
話)いじめはあらゆる力関係の一部である可能性があるものとして理解されていますか
ii)いじめは身体的攻撃だけでなく、 言葉および感情的攻撃が関係していることが理解
されていますか
iv)友人関係を失うことに対する恐れがし、じめの原因となりうることが理解されていま
すか
v)いじめは、 生徒同士だけでなく、教職員同士、教職員と生徒、教職員と親や養育者
の聞に起こる可能性があるものとして理解されていますか
vi)人種差別、性差別、障害者差別、同性愛者差別に関わる発言や行動がいじめとして
理解されていますか
vi)いじめについての明確な方針説明書があり、そこには、 学校内ではどのような行動
が認められ、どのような行動が認められなし、かという点が詳細に記されていますか
vui)方針説明書で使用されている言葉を理事、教職員、生徒および両親や養育者は理解
できますか
立)いじめについて男子生徒や女子生徒に支援を与えることができる、親しみやすい成
人の男女が確保されていますか
x)生徒は、いじめにあった場合に頼るべき人物を知っていますか
泊)いじめが発生した場合に教職員が頼ることができる者が学校の内外にいますか
刃i)いじめを防止し、抑制する方策に生徒は関わっていますか
泊i)いじめの発生を明確に記録していますか
泊v)いじめは減っていますか
追加質問 ・
• 
• 
70 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
c. 1 学習を組織化する
指針。1.1 I/l夢段、 すべてのご笠廷の学f!f~~ffillご為、l' て針Eすぷ
i )指導は、カリキュラムを伝えるのではなく学習を支援するために計画されています
か
首)カリキュラムの教材は、すべての学習者の背景、経験および関心を反映しています
か
ii)授業は、さまざまな方法で展開できる共有された経験から出発していますか
iv)男子生徒および女子生徒の両方の関心を踏まえて授業は行われていますか
v)授業は、すべての生徒の学習を広げていますか
vi)授業は、特定の課題を完了させるというよりは、 学習を継続的なものであるという
考え方を奨励していますか
vi)科目は、例えば読み書きや外国語の集中的なコースといった通常とは異なる方法で
学ぶことができますか
吋i)聴覚障害がある生徒や英語を母語としない者のための通訳を確保することができま
すか
ix)計画を立てる際、特定の生徒への学習と参加に対するバリアを考慮し、バリアを最
小限に抑えようとしていますか
x)教師は、生徒の個別支援の必要性を減らす方法を検討していますか
幻)授業は、個人での学習やクラス全体の学習だけでなく 2人 1組やグループでの学習
の機会を提供していますか
xi)例えば、口頭発表や討論、聞き取り、読書、筆記、描画、問題解決、図書館の利用、
視聴覚教材、 実践課題やコンピュータなどを含む多様な活動がありますか
泊i)生徒は、自分の宗教上の信念に合った服装で理科や体育などの授業に参加できます
カ瓦
泊v)カリキュラムは、 宗教上の信念のために美術や音楽などへの参加を憂慮している生
徒のために改作されていますか
xv)授業は、必要に応じて、身体障害や感覚障害がある生徒が、体育授業や生活科学あ
るいは光や音についての物理の授業で、技能と知識を伸ばすことができるように改
作されていますか
別)教職員は、障害がある生徒が実践的な作業において機器を使用する際、時間延長が
必要であることを認識していますか
追加質問 ・
• 
• 
71 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針C.1. 2 授業I~すべての盆妊の参1Jo~促進す-lJ
i )学級担任と教科担任は、授業中すべての生徒の学習に責任を負っていますか
垣)生徒の立場で指導や支援を見ようとしていますか
ii)授業は、生徒の知識や経験の違いに基づいて構築されていますか
iv)授業は、学習の知的側面と同様に情緒的側面にも注意を払っていますか
v)授業は、学びの興奮をもたらしていますか
vi)話し言葉および書き言葉をすべての生徒が理解していますか
vi)重要な専門用語が授業中に説明され、 実際に使用されていますか
吋i)生徒は、自分の活動を文字で書くだけでなく 、描画や写真やテープなどさまざまな
方法で記録できますか
ix)授業は、生徒の学校外での言語や読み書きの経験に基づいて構築されていますか
x)授業は、生徒同士だけでなく教職員と生徒聞の対話を促していますか
xi)授業は、学習について考えたり、話すための言語の発達を促していますか
xi)母語以外に英語を学習している生徒に、母語で話したり書いたりする機会がありま
すか
泊i)母語以外に英語を学習している生徒に、母語を英語に翻訳する技能を伸ばし使用す
るように促していますか
泊v)すべての生徒の学習と参加を向上させるためのカリキュラムや指導法のあり方を考
える際に、成人補助者の存在が有効に活用されていますか
xv)教職員は、障害や慢性疾患のある生徒が活動する際の身体的努力とそこから生じる
疲れを認識していますか
xvi)教職員は生徒が口話を用いたり、視覚補助具を使用する際の精神的努力を認識して
いますか
追加質問 ・
• 
• 
72 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針 C.1.3 授業ぷ夏実/ごがす-lJ1Af ~ fJlす
i )生徒は、自分自身と異なる考え方を探求するように促されていますか
並)生徒は、さまざまな背景や考え方を持つ者との対話を行うように助力されています
か
ii)生徒は自分自身と背景、民族、障害および、ジェンダーが異なる人とともに活動する
機会がありますか
iv)教職員は、授業の討論の中で別の考え方を尊重し、評価することを実際に行ってい
ますか
v) r現在使用されているJ言語はすべて、同じ価値を持つものとして扱っていますか
vi)背景、文化、民族、ジェンダ一、障害、性的志向および宗教の差異に対する理解が、
学習活動によって開発されていますか
vi)生徒は、言語やカリキュラムに及ぼすさまざまな文化的影響について教えられてい
ますか
吋i)すべての生徒は、世界の経済的に裕福な地域と貧困な地域の両方の子どもや若者と
意思疎通する機会を持っていますか
立) カリキュラムは、特定のグループの抑圧について歴史的に理解できるようになって
いますか
x)生徒は、カリキュラム教材や授業での討論において、固定観念を疑うように教えら
れていますか
追加質問 ・
• 
• 
73 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針 C.1.4 盆経1;t!J華極的/ごfjj;¥fj身の学f!f/.ご/J!f.わ6
i )生徒は自分自身の学習に責任を持つように促されていますか
垣)教師は、授業の目的について説明していますか
ii)教室環境、展示物およびその他の教材は自律学習に役立っていますか
iv)与えられる支援は、生徒が既に持っている知識と技能を引き出しながら学習を進め
るのに役立つていますか
v )カリキュラムは、生徒がより早い速度で、または、より深く勉強することを選択で
きるように、生徒と一緒に計画されていますか
vi)生徒は、課題にどのように取り組んでまとめたらよいのかについて教えられていま
すか
vi)生徒は、自主的に図書館や情報技術資源を使用することができますか
吋i)生徒は、授業や書物の内容をどのようにノートに取って、まとめたらよいのかにつ
いて教えられていますか
ix)生徒が単に文字を写すだけの活動を行うことがないように配慮されていますか
x)生徒は、自分の課題をどのように口頭、文書その他の形で、個別やグループ。で、発表
するのかを教えられていますか
泊)生徒は、学んだことを口頭や文書で要約するように促されていますか
泊i)生徒は、テストや試験に備えてどのように復習したらよいのかについて教えられて
いますか
泊i)生徒は、必要な支援について意見を求められていますか
幻v)生徒は、授業の質について意見を求められていますか
xv)生徒は、自分やお互いの学習困難を克服する方法を見つけ出すことに関わっていま
すか
xvi)生徒は、活動の選択が与えられていますか
~) 生徒が自発的に獲得した関心、知識および技能は、尊重され、授業中に活用されて
いますか
追加質問 ・
• 
• 
74 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針C.1.5 生徒/式筋力Lて学gす6
i )生徒は、助力を与えたり、受けたりすることを学級活動の通常の一部であると理解
していますか
垣)生徒が教職員や仲間と互いに話したり、聞いたり、説明を求めたりする際の順番に
ついての明確な決まりがありますか
ii)生徒は、積極的に知識と技能を共有していますか
iv)生徒は、支援を必要としない時に丁寧にそれを断っていますか
v) グループ活動では、生徒は課題を分担し、学んだことを共同で活用していますか
vi)生徒はグループ。で、のさまざまな学習成果を踏まえて、共同レポートをどのようにま
とめるのかを学んでいますか
v並)生徒は、学級で仲間が悩んでいる時、それを助長するのではなく 、和らげるように
手助けをしていますか
吋j)生徒は、すべての生徒に注目が向けられるべきであると認識していますか
立)生徒は、 一部の生徒が授業中に経験した困難を克服するよう助力する責任を共有し
ていますか
x)生徒は、お互いの学習を評価することに関わっていますか
xi)生徒は、学習目標を決めるために互いに助け合っていますか
追加質問 ・
• 
• 
75 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針 C.1. 6 tflffl;tすべてのご主従の成緩/ご穿与すぷ
i )すべての教職員が学習の評価に関わっていますか
並)教師は授業ですべての生徒の進歩に対して責任を負っていますか
ili)生徒は、自分自身の学習について評価し、 意見を述べていますか
iv)親や養育者は、評価プロセスに関わっていますか
v)成績の記録は、例えば第二言語、その他のコミュニケーション ・システム、趣味、
関心や働いた経験のような生徒のすべての技能、知識、経験を考慮、していますか
vi)生徒に関する判断は、 尊重されていますか
vi)評価は、 詳細な観察に基づいていますか
吋i)評価は、 学習で重要な点を中心になされていますか
ix)評価は(全国統一到達度評価を含めて)常に生徒の学習を進展させるために、形成
的に使用されていますか
x)評価は、指導計画や実践の変更につながっていますか
xi)生徒の性格、関心、“技能の範囲の違いがある学習を、論証したり、評価したりして
いますか
対i)他者と協力して行われる学習活動を評価する機会がありますか
氾j)生徒はなぜ評価されているのか理解していますか
泊v)例えば、 試験の結果、さまざまなレベルで入学した時、 生徒に評価結果を率直に伝
えていますか
xv)生徒に結果を伝える際、すでに学んだことと次に学ぶことができることを示してい
ますか
xvi)あらゆる困難が見つけられ、対処されるように、男子生徒、女子生徒、少数民族生
徒、障害生徒などのさまざまなグループの生徒の成績がモニターされていますか
追加質問 ・
• 
• 
76 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針C.1.7 lt~のH!{$I;t/fJ互の車重/ご基ブl' てlL~
i )規律の導入によって自己規律が促されていますか
並)教職員は、お互いに支援し合い、怒ることなく自分の意見をはっきり述べるように
していますか
ii)教職員は、関心事を共有し、不満や混乱を克服する際に知識と技能を共同で活用し
ていますか
iv)学級の日課は一貫しており 、明確ですか
v)生徒は、学級の困難を解決するために助け合っていますか
vi)生徒は、学級の規則の作成に関わっていますか
vi) どのようにして学級の雰囲気を改善させるのかについて、生徒に意見を聞いていま
すか
吋i) どのようにして学習への注意力を高めるのかについて、生徒に意見を聞いています
か
立)生徒は、ジェンダーや民族に関係なく公平に扱われていると感じていますか
x)教室に2人以上の大人がいる場合、授業を円滑に進める責任を分担していますか
xi)極端な問題行動に対応する明確な手続きがあり、生徒と教師はそれを理解していま
すか
xi)女子生徒よりも男子生徒に教師が注意を向けるのは不公平であると、すべての教職
〔と生徒が認識していますか
追加質問 ・
• 
• 
77 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針。 1.8 ltéi!i/~t1iカ L てtfiINL 、 11ff，夢L 、 JêiÆL~斤タ
i )教師は、授業や宿題に対する指導計画を共同で作成していますか
u)授業活動は、教室にいるすべての大人を最大限に活用するように計画されています
か
iu)教師は、パートナーシップ授業に参加していますか
iv)パートナーシップ授業は、生徒の学習を協力して見直す機会として利用されていま
すか
v)教師は、例えば指示における言葉遣いのわかりやすさや活動への生徒の参加状況に
ついて、同僚の意見を快く受け入れていますか
vi)教師は、同僚からの意見を受け入れて、自分の授業を修正していますか
vi)学級担任と支援教師は、個別活動、 グループ活動および学級全体活動を分担してい
ますか
吋i)教師と他の教職員は生徒に、協力の仕方についてモデルを示していますか
ix)教師は生徒(集団)の進歩が心配である時、他者と協力して問題解決にあたってい
ますか
x)教職員は、すべての生徒が参加することを保障する責任を協力して共有しています
か
追加質問 ・
• 
• 
78 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針 C.1. 9 IAftlJlt貞/~すべての生徒の学f!fé参加を支援すぷ
i )補助教員は、カリキュラムの計画および見直しに関わっていますか
i )補助教員は、特定の生徒ではなくカリキュラム領域に対して配置されていますか
ii)補助教員は、すべての生徒の参加を促進することに関心を持っていますか
iv)補助教員は、生徒が直接的な支援を必要としなくなることを目指していますか
v)補助教員は、 学習困難を経験する生徒に対して、生徒同士が支援し合うように促し
ていますか
vi)補助教員は、 生徒の仲間同士の関係を妨げないように気をつけていますか
vi)補助教員は、自分の任務の範囲を示した職務記述書を与えられていますか
吋i)すべての教師が、補助教員の職務記述書に記された活動範囲を熟知していますか
ix)教室の空間は、補助教員が個人の範囲で活動したり 、グループで活動することがで
きるように構造化されていますか
x)補助教員は、 会議への出席、教材の準備、研修など担当するすべての業務に対して
報酬を得ていますか
氾)職務記述書の内容に関して、補助教員の考えが求められていますか
xli) 障害がある生徒の中には、補助教員よりもパーソナル ・アシスタントを必要とする
者がいることが認識されていますか
担i)障害生徒は必要な支援およびその支援を提供する人物の特性について相談を受けて
し、ますか
泊v)パーソナル ・アシスタントと補助教員は、 生徒に対してアドヴォカシーの役割を担
う必要があるかもしれないことを認識していますか
x:v)女性の補助教員と男性の補助教員を同じように雇用しようとしていますか
追加質問 ・
• 
• 
79 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針 C.1. 10 1N/ls1;f!t経企』警の学fJf/.ご穿与す6
i )宿題は、常に明確な学習目標を持っていますか
品)宿題は、すべての生徒の技能と知識を踏まえていますか
ii)宿題をさまざまな方法で記録する機会がありますか
iv)宿題は、すべての生徒の技能と知識を伸ばしていますか
v)役に立つ宿題をどのように設定するかについて、教師は互いに支援し合っています
か
vi)生徒は、授業終了前に、宿題で求められていることを明確にするための十分な機会
が与えられていますか
vu)話し合いの結果、宿題の課題が一部の生徒にとって意味がない、または不適切であ
ることが明らかになった場合、宿題の課題は変更されていますか
vili)給食の時間や放課後に校内で宿題をする機会がありますか
立)宿題は、学期や年間を通したカリキュラム計画に組み込まれていますか
x)宿題によって生徒は自分自身の学習に責任を負うように促されていますか
xi)宿題を出した人は、それが親や養育者の支援なしで完成できることを確かめていま
すか
xi) 生徒は、宿題を行う時に協力する機会がありますか
泊i)生徒は、自分の知識と関心を発展できるような宿題を選択することができますか
担v)生徒は、宿題を利用して、 一定の期間、関心がある領域の学習を継続することがで
きますか
追加質問 ・
• 
• 
80 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 1 学習を組織化する
指針C.1. 1 ずベ、でのご'ttÆ;j~漂タメ;"3NJIご参加す6
i )すべての生徒が、興味をひく活動を見つけることができますか
首)放課後の活動に参加するために、遠方から通学している生徒又は移動手段に制限が
ある生徒が利用できる交通手段がありますか
ii)すべての生徒は、 音楽、劇および身体活動に参加するように勧められていますか
iv)生徒は、コンビュータ ・クラブやチェス ・クラブやコーラス ・クラブなど一方のジ
ェンダーの方が人数が多い活動がある場合、異性のグループ。に参加で、きますか
v)文化、 宗教あるいはその他の理由により男女混合の活動が禁止されている場合、 一
方のジェンダーのグループに対して機会が与えられていますか
vi)子どもたちゃ若者が、例えばサッカーで校庭を独占しないようにしていますか
vi)生徒は、技能が異なる子どもが参加できるような校庭での遊びを教えられています
か
吋i)クラス代表は、 学校内の生徒の多様性を反映して選ばれていますか
立)学校代表は、 学校内の生徒の多様性を反映して選ばれていますか
x)海外訪問を含めて、 学校旅行には成績や障害に関係なく、 学校内のすべての生徒が
参加できますか
垣)すべての生徒は、校外活動に参加する機会を与えられていますか
羽i)すべての生徒は、コミュニティを支援し、役に立つ活動に参加する機会を与えられ
ていますか
泊i)遊びゃ体育の授業によって、すべての生徒のスポーツや健康が促進されていますか
泊v)運動会には、技能レベルや障害に関わりなく、誰もが参加できる活動が含まれてい
ますか
追加質問 ・
• 
• 
81 
指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 2 資源を動員する
指針C.2.1 盆廷のぎ棄を指夢と学gの箆湯feLて';3，房すぷ
i )生徒は、例えば国の違い、地域の違い、町の違い、家族歴の違いなどについての知
識や経験を互いに活用することを促されていますか
並)生徒が情緒的支援を与えることができるということを認識し、注意しながら活用し
ていますか
ii) ある領域でより多くの知識と技能を持つ生徒が、持たない生徒を教えることがあり
ますか
iv)年齢の異なる生徒が互いに助け合う機会はありますか
v)非常に多様な生徒が、他の生徒のチューターとして選ばれていますか
vi)学力や障害に関わりなく、誰もが指導と学習に重要な貢献をすることが理解されて
いますか
vi)生徒が話すさまざまな言語を、カリキュラムの不可欠な一部として、 言語学習の教
材源として活用していますか
吋i)特定の問題を克服Lた生徒は、自分の経験から得たものを他者に伝えていますか
ix)一部の生徒にとって、例えば建物の一部やカリキュラムの側面が、それに物理的に
アクセスする際に学習と参加に対するバリアになっていることは、問題解決の課題
やプロジェク トとして利用されていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 2 資源を動員する
指針C.2.2 数段』警の草月定t~チガ/ご;3，用ずぷ
i )教職員のすべての技能と知識は、職務記述書に書かれたものだけでなしに、知られ
ていますか
討)教職員は、学習を支援する上でその技能と知識をすべて提供し、共有するように促
されていますか
ii)教職員は、その技能と知識を高めるように促されていますか
iv)教職員が話すさまざまな言語は、生徒のための資源として活用されていますか
v)特別な技能と知識を持つ教職員は、 他の教職員に対して支援を申し出ていますか
vi)教職員の文化や背景の違いは、 カリ キュラム開発や指導に活用されていますか
vi)教職員が互いの専門性を提供することによって生徒の問題を解決する機会が、非公
式なものだけでなく公式にもありますか
吋i)教職員は、生徒の問題について別の考え方を示していますか
立)教職員は、他の学校での指導実践や経験から学んでいますか
x)地域の特殊学校の教職員を招いて、その専門領域を通常の学校の教職員と共有して
いますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C.2 資源を動員する
指針 C.2.3 者癖貞ぽ学f!fé参/JO~支援すぶために箆湯f~/JlJ.芳す6
i )教師は、学習を支援するために再利用可能な共有できる資源を開発していますか
並)すべての教職員は、授業を支援するために利用可能な資源を把握していますか
ii)図書館は、自律学習を支援していますか
iv)図書館は、すべての人の学習を支援するように組織されていますか
v)すべての生徒のために、良質の小説やノンフィクションが生徒の使用するさまざま
な言語で揃えられていますか
vi)拡大文字印刷、オーデ、ィオ ・テープ又は点字など、適切に改作されたカリキュラム
教材を、障害がある生徒が利用できますか
vi) よく整理されたビデオ ・ライブラリーがありますか
吋i)カリキュラム全体を通じて、コンビュータが授業に組み込まれていますか
ix)カリキュラムの中に教育テレビ番組を効果的に利用するシステムがありますか
x)教職員は、授業および学習を助力するために、 電子メールやインターネットを利用
していますか
泊)すべての生徒に、離れた場所にいる他の人と、紙上、電話および電子メールで意思
疎通する機会が与えられていますか
xi)生徒は、インター不ットを効果的に使用して学校の学習や宿題に役立てていますか
泊i)カセットレコーダーがカリキュラム全体を通じて、口頭学習の支援に利用されてい
ますか
坦v)新しい技術を利用できる場合に、その機会を活用していますか。例えば書字が大変
困難な生徒の支援として音声認識プログラムが利用できる時、その機会を利用して
いますか
xv)練習問題用紙は、 生徒がそれをはっきりと理解しており、 生徒の学習を広げる場合
にのみ使用されていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 2 資源を動員する
指針C.2.4 t!Ji9t.箆f/A~ IEI1i L;5".汚す-lJ
i )地域には、指導と学習を支援することが可能な、定期的な更新記録のある資源があ
りますか。この資源にはつぎのものが含まれます:
一博物館 -水道 ・河川|・ 運河の管理当/1'1.
一美術館 一政治家
一地元の宗教センター -少数民族指導者
一コミュニティのグループおよび協会の代表 -労働組合
一地方行政区、町、市および郡の議会 -市民助言部
一地域の企業 -図書館
一病院 -都市や農場
-高齢者ホーム 一地方の行政当局
一警察署 -遺産、古代建築当局
-消防署 -駅、空港、交通当局
ーボランティア団体
ースポーツセンター、スポーツ施設
一公園
一学習センタ一
一成人教育学校、大学
品)地域の人々は、 学校のカリキュラムに貢献していますか
ii)親や養育者およびその他の地域の人々は、教室の支援の源として活用されています
か
iv)障害のある成人は、学校内の生徒支援に関わっていますか
v)地域で働く人々は、困難を経験している生徒を支援する助言者の役割を果たしてい
ますか
vi)参考資料など、 一部の家庭で入手できる資源が、すべての生徒の支援のために活用
されていますか
追加質問 ・
• 
• 
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指針と質問項目
次元C インクルーシブな実践を展開する
C. 2 資源を動員する
指針。2.5 学反箆湯f~イシクノLージョニノの支援のために公平'l{ごlfèjゲすぷ
i )学校内の資源は、すべての人にわかるかたちでかつ公平に配分されていますか
並)年齢や成績が異なる生徒を支援するために、資源がどのように割り当てられている
のかが明確になっていますか
ii)資源は、自律学習を促すように分配されていますか
iv)教職員は、「特別な教育的ニーズがある」と分類された生徒を支援するために学校に
配分された資源を把握していますか
v) I特別な教育的ニーズ」を満たすために配分された資源は、多様性に対応する学校の
能力を高めるために利用されていますか
vi)支援のための資源は、学習と参加に対するバリアを取り除き、生徒の分類を最小限
に抑えることに充てられていますか
vi)教職員は配分された資源の利用を定期的に見直し、その資源を、すべての生徒の変
化するニーズに柔軟に対応して利用していますか
追加質問 ・
• 
• 
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第4部
要約表と質問票
要約表:開発の優先事項
質問票 1 指針
質問票2 改作された指針(生徒と親や保護者)
質問票3 わたしの小学校
質問票4 わたしの中学校
質問票5 中学校(親や保護者)
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要約票
開発の優先事項
つぎの選択肢のなかから、あなたと学校との関係について示すものにチェックを入れ
てください。
口教員 口補助教員 口その他の職員 口生徒 口親や保護者 口理事
口その他(具体的に)
あなたが学校開発のために必要だと考える優先事項を 1っか2つ、以下に示した節の
見出しの下の空欄に記述してください。これらの優先事項は、指針(群)や質問事項(群)、
あるいは本書の指針と質問事項では網羅されていない問題点として記述してかまいませ
ん。あなたは、ひとつの次元に関する提案が、他の次元での変更をもたらすことの意味
を考慮、しなければなりません。
次元A インクルーシブな文化を創り出す
コミュニティを構築する 指針/質問項目/その他の論点
インクルーシブな価値を確立する 指針/質問項目/その他の論点
次元B インクルーシブな方針を生み出す
すべての人々のための学校を開発する 指針/質問項目/その他の論点
多様性に対する支援を組織化する 指針/質問項目/その他の論点
次元C インクルーシブな実践を展開する
学習を組織化する 指針/質問項目/その他の論点
資源、を動員する 針/質問項目/その他の論点
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質問票1
指針
つぎの選択肢のなかから、あなたの校内での立場を示すものにチェックを入れてくだ
さし九
口その他の職員口教員
口生徒
口補助教員
口親や保護者 口理事 口その他 (具体的に)
あなたの意見を示すものにチェックを入れてください
明確に ある程度
同意する 同意する
次元A インクルーシブな文化を創り出す
A.l.l誰もが喜んで受け入れられていると感じられるようにする
A.1.2生徒は互いに助け合う
A.l.3教職員は協力し合う
A.l.4教職員と生徒は互いに敬意をもって扱う
A.1.5教職員と親や保護者の聞には連携がある
A.1.6教職員と理事は協力する
A.1.7地域社会全体が学校と関わりを持つ
A.2.1すべての生徒に対して高い期待がある
A.2.2教職員、理事、生徒そして親や保護者はインクルージョン
の理念を共有する
A.2.3生徒は平等に尊重される
A.2.4教職員と生徒は、互いに相手を 「役割Jを持つ者であると
同時に人間として扱う
A.2.5教職員は、学習そして学校のあらゆる側面における参加の
バリアを取り除こうと努力する
A.2.6学校はあらゆる形態の差別を最小限にしようと努力する
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もっと多
同意 くの情報
できない が必要で
ある
次元B インクルーシブな方針を生み出す
B.l.1教職員の任命と昇任は公正である
B.1.2新しい教職員は学校に定着するために支援される
B.l.3学校はその地域に住むあらゆる生徒の入学を認めるよう努
力する
B.l.4学校はその建物をすべての人々にとって物理的にアクセス
可能なものにする
B.1.5すべての新しい生徒は学校に定着するために支援される
B.1.6学校は、すべての生徒が尊重されるように指導グループ。を
配置している
B.2.1すべての支援形態は調整されている
B.2.2多様性に対する支援を組織化する
B.2.3 「特別な教育的ニーズ」方針とは、インクルージョン方針
のことである
B.2.4特別な教育的ニーズの実施規則 1をすべての生徒の学習と
参加に対するバ リアを減じるために使用する
B.2.5母語以外に英語を学んでいる生徒への支援と;学習支援と
を調整する
B.2.6パストラル支援方針および行動支援方針をカリキュラム開
発および学習支援方針と結びつける
B.2.7懲戒による出席停止への圧力を減らす
B.2.8就学に対するバリアを減らす
B.2.9いじめを減らす
次元C インクルーシブな実践を展開する
C.l.l指導は、すべての生徒の学習を念頭において計画する
C.1.2授業はすべての生徒の参加を促進する
C.l.3授業は差異に対する理解を促す
C.1.4生徒は積極的に自分自身の学習に関わる
C.1.5生徒は協力して学習する
C.1.6評価はすべての生徒の成績に寄与する
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C.1.7教室の規律は相互の尊重に基づいている
C.1.8教師は協力して計画し、指導し、見直しを行う
C.1.9補助教員はすべての生徒の学習と参加を支援する
C.l.10宿題は生徒全員の学習に寄与する
C.1.1すべての生徒が課外活動に参加する
C.2.1生徒の差異を指導と学習の資源として活用する
C.2.2教職員の専門性を十分に活用する
C.2.3教職員は学習と参加を支援するために資源を開発する
C.2.4地域資源を把握し活用する
C.2.5学校資源をインクルージョンの支援のために公平に配分す
る
開発の優先事項
1 
2 
3 
4 
5 
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質問票2
改作された指針(生徒と親や保護者)
チェックを入れてください
口生徒 口親や保護者
あなたの意見を示すものにチェックを入れてください
明確に ある程度 同意
同意する 同意する できない
文化
誰もがこの学校に喜んで受け入れられていると感じられる
ようにする
2 生徒は互いに助け合う
3 教職員は協力し合う
4 教職員と生徒は互いに敬意をもって扱う
5 親は学校に関わりを持っていると感じている
6 教職員と理事はうまく 一緒に仕事を行っている
7 教師は特定の生徒のグループを他の生徒よりもひいきする
ことはない
8 教師はすべての生徒に対し、彼らが最善を尽くせるように手
助けをしよ うとする
9 教師はすべての生徒に対し等しく大切だと考えている
方針
10 学校は障害のある生徒にとってその学校に来ることが容易
なものとなるようにする
11 あなたが初めてこの学校に参加した際、学校に定着する気持
ちを持てるように援助を受けた
12 教師は自分の授業すべてが好きである
13 教師は転校を望む子どもをなくすため、行動についての困難
な問題を解決しようとしている
14 教師は学校をよい場所にするために真剣に務めている
15 いじめをなくすために可能なことはすべて行われている
実践
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16 教師は授業を全員にとって理解しやすいものにしようと努
力している
17 生徒は異なる背景を持つ人々について正しい認識を持つよ
う指導される
18 生徒は、授業で次に何を教わるのかを概ね知っている
19 授業中、教師は生徒が互いに助け合うことを期待する
20 大部分の授業において、生徒と教師は互いに対してきちんと
した振舞いをする
21 教師は授業に困難のある者全員を手助けする
22 補助教員は、手助けを必要とするすべての者のために働く
23 宿題は学習を助けるものであり、適切な説明が与えられる
24 課外活動は全員の興味によって設定される
あなたが学校で目にしたいと願う 3つの変化は何ですか
2 
3 
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質問票3 わたしの小学校
わたしは女子です口 わたしは男子です口
わたしのクラスは
そう思う ある程度 そうそう思う 思わない
わたしは時々、友だちとべアを組んでクラスでの学習をする
ことがある
2 わたしのクラスでは、ときどきグ、ルーフ。に分かれて学習をす
ることがある
3 わたしは友だちが困っているとき、その子の学習を手伝う
4 友だちはわたしが困っているとき、わたしの学習を手伝って
くれる
5 わたしの作品は他の人が見られるように壁に貼つである
6 先生は喜んでわたしの意見を聞いてくれる
7 先生は喜んでわたしの学習を手助けしてまれる
8 先生が仕事で忙しいとき、わたしは喜んで手伝いをする
9 クラスの決まりは公平だと思う
10 わたしのクラスには、友だちのことを相手がいやがる呼び名
で呼ぶ子がいる
1 わたしは時々、校庭でいじめに遭うことがある
12 学校で悲しい気持ちになったときには、いつも気にかけてく
れる大人がいる
13 クラスでけんかがあったとき、先生は公平なやり方で仲直り
させる
14 学期の目標を設定することは、自分の学習を進歩させるため
に役立つと思う
15 先生は時々、何を学習するかをわたし自身に選ばせる
16 よい作品を作ることが出来たときには 嬉しい気持ちになる
17 宿題が出たとき、わたしはいつも自分が何をすればよし、かわ
かっている
18 わたしの先生はわたしが家でどんなことをしているかについ
て、 喜んで聞いてくれる
19 わたしの家族は、この学校をよい学校だと思っている
20 もしわたしがクラスからいなくなれば、担任の先生はわたし
にどこへ行くのかを尋ねてくれる
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わたしの学校について、大好きなことを 3つ
2 
3 
わたしの学校について、本当はあまり好きでないことを 3つ
2 
3 
ご協力ありがと うございました
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質問票4
中学校用
??
?
?
?
??
そう思う 多少 そうそう思う 思わない
私は授業中、 二人一組や小集団で、他の生徒と一緒に活動する
機会がよくある
2 私はほとんどの授業を楽しんで受けている
3 私は自分の作業に問題がある時、先生に助けを求める
4 私は本校で多くのことを学んでいる
5 私が自分の作業で、困っている時、友達が手助けしてくれる
6 いくつかの授業では補助教員がいて、私の学習を助けてくれ
る
7 授業中、先生は私の考えに関心を持って聞いてくれる
8 私が一生懸命頑張っていれば、先生は私が間違えても問題が
あるとは考えない
9 私の作品は学校の壁に飾られている
10 本校の教職員は私に親しみを持って接してくれる
11 先生方は生徒を叱る時にえこひいきをしないと思う
12 先生方は生徒を褒める時にえこひいきをしないと思う
13 先生の中には、特定の生徒を気に入っている先生がいると思
つ
14 私は宿題が出された時ほとんどの場合何をすればよし、かわ
かっている
15 私は出された宿題をほとんどの場合行っている
16 私は学校にいるほとんどの時間が楽しい
17 本校は、私が小学校を卒業した時に通学したいと考えた学校
である
18 本校はこの地域で一番良い学校であると思う
19 私の家族は本校がよい学校であると考えている
20 本校に背景の異なる生徒がいるのはよいことである
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21 本校では障害のある生徒が尊重されている
22 本校の近くに住む生徒は誰でも自由に本校を訪問すること
ができる
23 本校では本当によくない行いをおこなった場合、家に帰され
る
24 生徒が悪し、行し1をした場合、 学校は即座に生徒を家に帰す
25 本校には親友がいる
26 私は学校であだ名をいわれるのを気にしている
27 私は学校でいじめられることを心配している
28 誰かが私をいじめた時は先生にそのことを話す
29 私は昼休みに、時々クラブに参加したり、スポーツを行って
いる
30 私は放課後、時々クラブに参加したり、スポーツを行ってい
る
31 昼休みにくつろぎに行くことができる場所が学校にある
32 私は生活指導担当の先生のことが好きだ
33 生活指導担当の先生は私のことが好きだ
34 もし私が一日学校からいなくなれば、生活指導担当の先生は
私がどこにいたのかを知りたいと考えると思う
本校について一番変えてほしいと思うことを 3つ書いて下さい
2 
3 
ご協力ありがとうございました
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2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
質問票5
中学校の親や養育者用
子どもの学年にチェックして下さい
7学年 口
1学年 口
8学年 口 9学年 口
シックス・フォーム 口
この学校は私が最初に選択した学校である
私の子どもは本校に通学したがっていた
子どもが初めて学校に入った時に与えられた情報は十分だ
った
半期ごとの学校通信によって学校での変化について最新の
情幸Rを得ニることができる
子どもの進歩について学校は非常によく情報を提供してく
れると思う
教職員は親や養育者に親しみを持って接ιてくれると思う
子どもの学校での進歩について心配がある時、誰に相談すれ
ばよいかわかっている
私が子どもの進歩についての心配事を教職員に話した時、私
の考えを真剣に取り上げてくれると信じている
家庭で学校の宿題を行う時、私がどのように子どもを手助け
したらよし、かについて学校は明確な情報を与えてくれる
10 私の子どもは本校に喜んで通学している
1 教職員は特定の生徒を熱心に支援していると思う
12 地域に住むすべての子どもが学校に喜んで受け入れられて
いる
13 すべての家族がその背景に関係なく平等に認められている
14 いじめは学校で問題となっている
15 生徒が悪し、行し1をした場合、即座に家に帰される
16 生徒が悪し、行し、を続けて行った場合、退学させられる
17 昼休みや放課後行われているクラブやその他の活動に、私の
子どもは定期的に参加している
18 学校で何か変更が行われる場合、 事前に親に意見が求められ
る
98 
10学年 口
そう思う 多少 そうそう思う 思わない
19 学校を支援している親はそうでない親よりも教職員に高く
評価されている
20 学校の教職員はすべての生徒に、達成可能な最大限のことを
行うだけでなく、最善を尽くすように促している
質問票にご記入いただきありがとうございました
学校について何かご意見がございましたら下記にご記入下さい。あなたのお子さんに
とって本校がよりよい場所となるように活かしたいと思います。
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障害者の教育の平等 (DisabilityEQuality in Education: DEE)による
インクルージョンのための訓練
障害者の教育の平等は、本書の活動を補完するものである。障害者は、深く根づいた
「障害者」イデオロギーによって抑圧されている。これは、「医学」モデルと関連してお
り、そのモデルでは、問題が生じるのは、社会が創りだした参加に対するバリアではな
く、個々人の機能障害によると理解されている o I社会的モデノレJでは、学校環境、組織
そして態度におけるバリアは、インクルージョンに対する主な障壁として理解されてい
る。DEEは、この社会的モデ、ルの考え方を開発している障害をもっている 2人のインク
ノレージョンのための障害者平等 トレーナーによって、 1日または半日の訓練を学校に提
供している。インクルージョンのためのトレーナーの全国ネットワークは、教育技能省
の支援を受け、さらにコミュニティ基金による財政援助を得て、 DEEによって設置され
てきた。この事業は、 1990年に「教室における障害者の平等:人権問題Jがロンドン中
心部教育局より刊行されたのに続いて、リチヤード・リーザーとマイケリーン・メイソ
ンによって、これまで 10年以上、展開されてきた。
詳細については下記に照会されたい。
Disability Equality in Education 
UnitGL 
Leroy House 
436 Essex Road 
London N1 3QP 
telephone 020 7359 2855 
fax 0207354 3372 
e-mail info@diseed.org.uk 
web www.diseed.org.uk 
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